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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセスプラント内の構成要素に関するステータス指標を報告するための方法であって
、
　特定のユーザに関連付けられたユーザ要求であって、第１の構成要素の健全性又は性能
の測定を表す複数のステータス指標に関するプロセスプラント内の前記第１の構成要素に
関するユーザ要求を受信するステップと、
　前記第１の複数のステータス指標のサブセットのうち、前記特定のユーザに関し、個人
化されたセクションを表す個人化されたステータス指標を前記第１の複数のステータス指
標から特定するステップと、
　前記個人化されたステータス指標のうちの高い優先度の個人化されたステータス指標の
サブセットを特定するために、前記特定のユーザのユーザプレファレンス履歴データに基
づいて、前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるステップと、
　前記個人化されたステータス指標のその他のものより上にランク付けされる前記優先順
位が高いステータス指標を含むレポートを生成するステップと、
　前記レポートを前記特定のユーザに表示するステップと、を含み、
　前記優先順位を付けることは、（i）以前に表示された複数のステータス指標を用いて
前記特定のユーザインタラクションに対応したユーザインタラクションデータを自動的に
追跡し、（ii）追跡された前記ユーザインタラクションデータから前記ユーザプリファレ
ンス履歴データを生成し、当該ユーザプリファレンス履歴データは、以前に表示された複
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数のステータス指標を用いて特定のユーザインタラクションに基づいた相関のある特定の
ユーザとして、１又はそれ以上のユーザ個人化されたステータス指標を特定するものであ
り、（iii）前記優先度の高い個人化されたステータス指標として、前記特定のユーザに
相関のある１又はそれ以上の個人化されたステータス指標を指定するものである、方法。
【請求項２】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関
する前記ステータス指標について検索している間に追跡される、請求項１に記載される方
法。
【請求項３】
　前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるステップが、
　前記優先順位が高いステータス指標に関する保証度係数を決定するステップと、
　前記保証度係数がしきい値より高い場合には、前記優先順位が高いステータス指標のみ
を表示し、前記保証度係数がしきい値より低い場合には、前記優先順位が高いステータス
指標およびその他のステータス指標を表示するステップと、をさらに含む、請求項２に記
載される方法。
【請求項４】
　前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるステップが、
　優先順位が高い個人化されたステータス指標が、その他の相関されたステータス指標を
含むように、前記個人化されたステータス指標を前記その他の相関されたステータス指標
に相関させるステップを含む、請求項３に記載される方法。
【請求項５】
　前記個人化されたステータス指標をその他の相関されたステータス指標に相関させるス
テップと、
　前記その他の相関されたステータス指標のレポートを前記特定のユーザに表示するステ
ップと、をさらに含む請求項４に記載される方法。
【請求項６】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記特定のユーザが前記プロセスプラント内の
任意の構成要素に関するステータス指標とインタラクトする時間量を表す、請求項５に記
載される方法。
【請求項７】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記特定のユーザが前記プロセスプラント内の
任意の構成要素に関するステータス指標とインタラクトする回数を表す、請求項５に記載
される方法。
【請求項８】
　前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるステップが、前記ユーザプレファ
レンスデータの単一のプロファイルパラメータに基づいて優先順位を付けるステップを含
む、請求項５に記載される方法。
【請求項９】
　第１のデータランク付けを決定するために、第１のプロファイルパラメータに基づいて
前記個人化されたステータス指標にランク付けするステップと、
　第２のデータランク付けを生成するために、少なくとも１つの第２のプロファイルパラ
メータに基づいて前記第１のデータランク付けにランク付けするステップと、をさらに含
む、請求項５に記載される方法。
【請求項１０】
　前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるステップが、前記ユーザプレファ
レンスデータの複数のプロファイルパラメータに基づいて優先順位を付けるステップを含
む、請求項５に記載される方法。
【請求項１１】
　前記検索レポートとは別個に前記個人化されたステータス指標を表示するステップをさ
らに含む、請求項５に記載される方法。



(3) JP 5876984 B2 2016.3.2

10

20

30

40

50

【請求項１２】
　前記優先順位が高いステータス指標が、前記第１の検索要求に応答する予測される検索
結果を表す、請求項５に記載される方法。
【請求項１３】
　前記ユーザから第２の検索要求を受信するステップであって、前記第２の検索要求が前
記第１の検索要求の後に受信されるステップと、
　第２のレポートを生成するために、前記第２の検索要求に基づいて、前記検索レポート
の前記優先順位が高いステータス指標に優先順位を付けるステップと、
　前記第２のレポートをユーザに表示するステップと、をさらに含む請求項５に記載され
る方法。
【請求項１４】
　前記第２のレポートが、前記レポートに含まれる前記優先順位が高い個人化されたステ
ータス指標のサブセットのみを含む、請求項１３に記載される方法。
【請求項１５】
　前記第２のレポートは、前記レポートに含まれる前記優先順位が高い個人化されたステ
ータス指標の全てを含むが、前記優先順位が高いステータス指標の前記優先順位が、前記
第２のレポート内に再構成されている、請求項１３に記載される方法。
【請求項１６】
　前記ユーザプレファレンス履歴データが、前記プロセスプラント内の任意の構成要素に
関するステータス指標への過去のユーザアクセスに関する情報を含む、請求項５に記載さ
れる方法。
【請求項１７】
　前記レポートを前記特定のユーザに表示するステップが、
　前記優先順位が高い個人化されたステータス指標に対応するグラフィカルプロットを示
す前記レポートの少なくとも１つのグラフィカル表示を表示するステップを含む、請求項
５に記載される方法。
【請求項１８】
　前記レポートの複数の異なるグラフィック表示を、前記優先順位が高い個人化されたス
テータス指標に対応する複数の異なるグラフィカルプロットを介して表示するステップで
あって、各グラフィカルプロットが、異なるプロット基準に基づいて前記優先順位が高い
個人化されたステータス指標をプロットするステップをさらに含む、請求項１７に記載さ
れる方法。
【請求項１９】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関
するステータス指標に前記特定のユーザがアクセスした頻度を表す、請求項５に記載され
る方法。
【請求項２０】
　前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関する前記ステータス指標が、健全性指標
、可変性指標、利用性指標または性能指標を含む、請求項５に記載される方法。
【請求項２１】
　前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関する前記ステータス指標が、アラートス
テータスまたは緊急イベントステータスを含む、請求項５に記載される方法。
【請求項２２】
　前記ユーザインタラクションデータについて前記コンピュータを連続的に追跡するステ
ップをさら含む、請求項５に記載される方法。
【請求項２３】
　前記コンピュータにおけるユーザ開始イベントに応答して、前記ユーザインタラクショ
ンデータについて前記コンピュータを追跡するステップをさらに含む、請求項５に記載さ
れる方法。
【請求項２４】
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　遠隔開始信号に応答して、前記ユーザインタラクションデータについて前記コンピュー
タを追跡するステップをさらに含む、請求項５に記載される方法。
【請求項２５】
　前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるステップが、より低い優先順位の
ステータス指標を特定し、前記レポートが、前記優先順位が高い個人化されたステータス
指標のみを表示する、請求項５に記載される方法。
【請求項２６】
　前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるステップが、より低い優先順位の
ステータス指標を特定し、前記レポートが、前記優先順位が高い個人化されたステータス
指標と前記優先順位がより低いステータス指標の両方を表示する、請求項６に記載される
方法。
【請求項２７】
　プラント内の資産に関するステータス指標を報告するための装置において、前記装置が
、
　前記プラント内の前記資産に関するステータス指標を保存するメモリと、
　前記保存されたステータス指標を表示するためのディスプレイと、
　ａ）特定のユーザに関連付けられ、前記プラント内の第１の構成要素に関するユーザ要
求に応答して、データソースから、前記第１の構成要素のための個人化されたステータス
指標を受信し、
　ｂ）前記個人化されたステータス指標のうちの高い優先度の個人化されたステータス指
標のサブセットを特定するために、前記個人化されたステータス指標に優先順位を付け、
　ｃ）前記ステータス指標のその他のものよりも上にランク付けされる前記優先順位が高
い個人化されたステータス指標を含むレポートを生成するように構成されるステータス指
標リポータと、を備え、
　前記優先順位を付けることは、（i）以前に表示された複数のステータス指標を用いて
特定のユーザインタラクションに対応するユーザインタラクションデータを自動的に追跡
し、（ii）追跡された前記ユーザインタラクションデータからユーザプリファレンス履歴
データを生成し、当該ユーザプリファレンス履歴データは、以前に表示された複数のステ
ータス指標を用いて特定のユーザインタラクションに基づいた相関のある特定のユーザと
して、１又はそれ以上の個人化されたステータス指標を特定するものであり、（iii）優
先度が高い個人化されたステータス指標として、前記特定のユーザと相関のある１又はそ
れ以上の個人化されたステータス指標を指定するものである、装置。
【請求項２８】
　前記ステータス指標リポータが、
　第１のデータランク付けを決定するために、第１のプロファイルパラメータに基づいて
前記個人化されたステータス指標にランク付けし、
　第２のデータランク付けを生成するために、少なくとも１つの第２のプロファイルパラ
メータに基づいて前記第１のデータランク付けにランク付けするように構成される、請求
項２７に記載される装置。
【請求項２９】
　前記ステータス指標リポータが、前記ユーザプレファレンス履歴データの複数のプロフ
ァイルパラメータに基づいて、前記個人化されたステータス指標に優先順位を付けるよう
に構成される、請求項２８に記載される装置。
【請求項３０】
　前記ユーザプレファレンス履歴データが、前記プロセスプラント内の任意の構成要素に
関するステータス指標への過去のユーザアクセスに関する情報を含む、請求項２９に記載
される装置。
【請求項３１】
　前記ステータス指標リポータが
　優先順位が高い個人化されたステータス指標の前記サブセットが、その他の相関された
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ステータス指標を含むように、前記個人化されたステータス指標を前記その他の相関され
たステータス指標に相関させるように構成される、請求項３０に記載される装置。
【請求項３２】
　前記ステータス指標リポータが、
　前記個人化されたステータス指標をその他の相関されたステータス指標に相関させ、
　前記その他の相関されたステータス指標のレポートを前記特定のユーザに表示するよう
に構成される、請求項３１に記載される装置。
【請求項３３】
　前記優先順位が高いステータス指標に対応するグラフィカルプロットを示す前記レポー
トの少なくとも１つのグラフィカル表示を表示するように構成されるディスプレイコント
ローラを、さらに備える請求項３２に記載される装置。
【請求項３４】
　前記ディスプレイコントローラが、前記レポートの複数の異なるグラフィック表示を、
前記優先順位が高いステータス指標の複数の異なるグラフィカルプロットを介して表示す
るようにさらに構成され、各グラフィカルプロットが、異なるプロット基準に基づいて、
前記優先順位が高いステータス指標をプロットする、請求項３３に記載される装置。
【請求項３５】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関
する前記ステータス指標について検索している間に追跡されるデータである、請求項３０
に記載される装置。
【請求項３６】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関
する前記ステータス指標と前記特定のユーザがインタラクトする時間量を表す、請求項３
０に記載される装置。
【請求項３７】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記特定のユーザが前記プロセスプラント内の
任意の構成要素に関する前記ステータス指標とインタラクトする回数を表す、請求項３０
に記載される装置。
【請求項３８】
　前記ユーザインタラクションデータが、前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関
する前記ステータス指標と前記特定のユーザがアクセスする頻度を表す、請求項３０に記
載される装置。
【請求項３９】
　前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関する前記ステータス指標が、健全性指標
、可変性指標、利用性指標または性能指標を含む、請求項３０に記載される装置。
【請求項４０】
　前記プロセスプラント内の任意の構成要素に関する前記ステータス指標が、アラートス
テータスまたは緊急イベントステータスを含む、請求項３０に記載される装置。
【請求項４１】
　前記ステータス指標リポータが、前記ユーザインタラクションデータについて前記コン
ピュータを連続的に追跡するように構成される、請求項３０に記載される装置。
【請求項４２】
　前記ステータス指標リポータが、前記コンピュータにおけるユーザ開始イベントに応答
して、前記ユーザインタラクションデータについて前記コンピュータを追跡するように構
成される、請求項３０に記載される装置。
【請求項４３】
　前記ステータス指標リポータが、遠隔開始信号に応答して、前記ユーザインタラクショ
ンデータについて前記コンピュータを追跡するように構成される、請求項３０に記載され
る装置。
【請求項４４】
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　前記ステータス指標リポータが、前記優先順位が高いステータス指標のみを報告するよ
うに構成される、請求項３０に記載される装置。
【請求項４５】
　前記ステータス指標リポータが、前記優先順位が高いステータス指標および優先順位が
より低いステータス指標を報告するように構成される、請求項３１に記載される装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般には、プロセスプラント内のプロセス制御システムに関し、より詳細に
は、プロセスプラント内の資産に関するデータを報告し、検索するための技法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化学的プロセス、石油プロセス、またはその他のプロセスなどで使用されるようなプロ
セス制御システムは、典型的には、１つまたは複数の集中型プロセスコントローラまたは
非集中型プロセスコントローラを含み、これらのプロセスコントローラは、アナログバス
、デジタルバスまたは複合型アナログ／デジタルバスを介して、少なくとも１つのホスト
またはオペレータワークステーション、ならびに、たとえばフィールドデバイスなどの１
つまたは複数のプロセス制御装置および計装装置に通信可能に結合される。フィールドデ
バイスは、たとえば、バルブ、バルブポジショナ、スイッチ、トランスミッタ、およびセ
ンサ（たとえば、温度センサ、圧力センサ、および流量センサ）とすることができ、バル
ブの開閉、プロセスパラメータの測定などのプロセスにおける複数の機能を実行する。プ
ロセスコントローラは、フィールドデバイスによるもしくはフィールドデバイスと関連す
るプロセス測定値もしくはプロセス変動値を示す信号および／またはフィールドデバイス
に関するその他の情報を受信し、この情報を使用して制御ルーチンを実施し、次いで１つ
または複数のバスを介してフィールドデバイスに送信されてプロセスの動作を制御する制
御信号を発生させる。フィールドデバイスおよびコントローラからの情報を、典型的には
、オペレータワークステーションによって実行される１つまたは複数のアプリケーション
に利用できるようにして、オペレータが、プロセスの現在の状態を閲覧する、プロセスの
動作を修正するなど、プロセスに関する所望の機能を実行するようにする。
【０００３】
　典型的なプロセス制御システムは、プロセスの動作中にこれらのデバイスを制御するソ
フトウェアを実行する１つまたは複数のプロセスコントローラに接続される、バルブ、ト
ランスミッタ、センサなどの多くのプロセス制御装置および計装装置を有するが、同様に
プロセス動作に必要なまたはプロセス動作に関連するその他の補助デバイスが多数存在す
る。これらの追加のデバイスは、たとえば、電源装置、発電および配電設備、タービンの
ような回転機械装置を含み、それらは典型的なプラント内では多くの場所に配置される。
【０００４】
　さらに、プロセスプラントの多くは、プロセスプラントに関連するその他のコンピュー
タを有し、それらのコンピュータは、ビジネス機能またはメンテナンス機能に関連するア
プリケーション実行する。たとえば、いくつかのプラントは、プラントのための原料、交
換部品または交換デバイスの注文に関連するアプリケーション、販売および生産ニーズの
予測に関するアプリケーションなどを実行するコンピュータを含む。同様に、プロセスプ
ラントの多く、特にスマートフィールドデバイスを使用するプロセスプラントは、これら
のデバイスが、プロセス制御および計装装置であるか、他のタイプのデバイスかを問わず
、プラント内のデバイスを監視および維持するのを補助するために使用されるアプリケー
ションを含む。たとえば、アセットマネージメントソリューション（ＡＭＳ（商標））ス
イーツインテリジェントデバイスマネージャ、あるいはより一般的にはＥｍｅｒｓｏｎ　
Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔから入手できるアプリケーションのＡＭＳ（商標
）スイートは、フィールドデバイスとの通信を可能にし、およびフィールドデバイスに関
するデータを保存して、フィールドデバイスの動作状態を確定および追跡する。そのよう
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なシステムの一例が、「Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ　ｆｏｒ　ｕｓｅ　ｉｎ　ａ　Ｆｉｅｌｄ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　Ｓｙｓｔｅｍ」と題する米国特許第５，９６０，２１４号に記載される。いくつかの例
では、アプリケーションのＡＭＳ（商標）スイーツを使用して、複数のデバイスと通信し
、そのデバイス内のパラメータを変更し、そのデバイスに自己較正ルーチンまたは自己診
断ルーチンなどのアプリケーションをデバイス自身の上で実行させ、そのデバイスのステ
ータスまたは健全性に関する情報を得ることができる。これらのデバイスを監視および維
持するために、メンテナンス担当者がこの情報を保存および使用することができる。同様
に、回転機械装置ならびに発電および電力供給デバイスなど、その他のタイプのデバイス
を監視するために使用される、その他のタイプのアプリケーションが存在する。これらの
その他のアプリケーションは、典型的にはメンテナンス担当者に利用可能であり、プロセ
スプラント内でデバイスを監視および保守するために使用される。
【０００５】
　しかしながら、典型的なプラントまたはプロセスでは、プロセス制御業務、デバイスお
よび設備の維持監視業務、およびビジネス業務に関連する機能は、これらの業務が起こる
場所においても、これらの業務を通常行う担当者においても、別々のものである。さらに
、これらの異なる機能に関与する異なる人々は、一般的には、その異なる機能を実行する
ために異なるコンピュータ上で作動する異なるアプリケーションなどの、異なるツールを
使用する。多くの場合、これらの異なるツールは、プロセス内の様々なデバイスと関連す
る、またはそのようなデバイスから収集される様々なタイプのデータを収集または使用し
、担当者が必要とするデータを収集するために異なって設定される。たとえば、通常毎日
プロセスの動作を監視し、プロセス動作の質および継続性の保証を本質的に担当するプロ
セス制御のオペレータは、典型的に、プロセス内のセットポイントを設定および変更する
、プロセスのループを調節する、バッチ動作などのプロセス動作をスケジュールすること
によって、プロセスに影響を与える。これらのプロセス制御のオペレータは、たとえば、
オートチューナ、ループアナライザ、ニューラルネットワークシステムなどを含むプロセ
ス制御システム内のプロセス制御に関する問題を診断および修正するために利用可能なツ
ールを使用することができる。また、プロセス制御のオペレータは、プロセスから、プロ
セス内で発生するアラートを含む、プロセスの動作に関する情報をオペレータに提供する
１つまたは複数のプロセスコントローラを介して、プロセス変数の情報を受信することが
できる。標準的なユーザインターフェースを介して、プロセス制御のオペレータに、この
情報を提供することができる。
【０００６】
　さらに、現在は、制御ルーチンあるいはプロセス制御ルーチンと関連する機能ブロック
またはモジュールの動作状態に関するプロセス制御変数と限定された情報とを使用して、
動作不良のループを検出し、問題を修正するための推奨する対処の方向に関する情報をオ
ペレータに提供する、エキスパートエンジンを提供することが知られている。例示的なエ
キスパートエンジンが、１９９９年２月２２日に出願された「Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃｓ　
ｉｎ　ａ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｙｓｔｅｍ」と題する米国特許出願第０
９／２５６，５８５号および２０００年２月７日に出願された「Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ　
Ｅｘｐｅｒｔ　ｉｎ　ａ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｙｓｔｅｍ」と題する米
国特許出願第０９／４９９，４４５号に開示されるが、これらの出願の内容はともに、本
明細書に参照として明示的に組み込まれる。同様に、リアルタイム最適化手段などの制御
最適化手段をプラント内で動作させて、プロセスプラントの制御動作を最適化することが
知られている。かかる最適化手段は、典型的には、たとえば利益などのいくつかの所望の
最適化変数に関して、どのように入力を変更して、プラントの動作を最適化できるのかを
予測するために、プラントの複雑なモデルを使用する。
【０００７】
　一方、プロセス内の実際の設備が効率的に動作することを保証し、誤動作している設備
を修理および交換することを主に担当するメンテナンス担当者は、メンテナンスインター
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フェース、上述のアプリケーションのＡＭＳ（商標）スイート、ならびに、プロセス内の
デバイスの動作状態に関する情報を提供する多くのその他の診断ツールなどのツールを使
用する。また、メンテナンス担当者は、プラントの複数の部分を停止する必要があり得る
メンテナンス業務をスケジュールする。スマートフィールドデバイスと一般的に呼ばれる
多くのより新しいタイプのプロセスデバイスおよび設備の場合、デバイス自体が、検出ツ
ールおよび診断ツールを含むことができ、これらのツールは、デバイスの動作に関する問
題を自動的に感知し、標準的なメンテナンスインターフェースを介して、それらの問題を
メンテナンス担当者に自動的に報告する。たとえば、アプリケーションのＡＭＳ（商標）
スイート内のアプリケーションは、デバイスのステータスおよび診断情報をメンテナンス
担当者に報告し、メンテナンス担当者が、デバイス内で何が起こっているかを決定し、デ
バイスによって提供されるデバイス情報にアクセスすることができるようにする通信およ
びその他のツールを提供する。典型的には、メンテナンスインターフェースとメンテナン
ス担当者とは、プロセス制御のオペレータから離れて配置されるが、常にこのようにされ
るわけではない。たとえば、いくつかのプロセスプラントでは、プロセス制御のオペレー
タは、メンテナンス担当者の任務を実行することができ、反対にメンテナンス担当者がプ
ロセス制御のオペレータの任務を実行し得る。あるいは、これらの機能を担当する様々な
人員が、同じインターフェースを使用することがある。
【０００８】
　さらに、部品、消耗品、原料などの注文する、どの製品を製造するか、プラントのどの
変数を最適化するかを選択するなどの戦略的なビジネス上の決定を行うようなビジネスア
プリケーション担当者および、そのために使用されるアプリケーションは、典型的には、
プロセス制御インターフェースとメンテナンスインターフェースの両方から離れたプラン
トの事務室に配置される。同様に、管理者またはその他の人員は、プラント動作を監視し
、長期的な戦略決定を行う際に使用するために、遠隔地あるいはプロセスプラントに関連
するその他のコンピュータシステムから、プロセスプラント内のある特定の情報へのアク
セスを有することを望む場合がある。
【０００９】
　大部分は、プラント内の異なる機能を実行する（たとえばプロセス制御動作、メンテナ
ンス動作およびビジネス動作が別々である）ために、全く異なる複数のアプリケーション
が使用されるので、そのようなアプリケーションは統合されておらず、したがって、デー
タまたは情報は共有されない。実際に、多くのプラントが、これらの異なるタイプのアプ
リケーションのうち、全てではなくいくつかを含むに過ぎない。さらに、全てのアプリケ
ーションが、プラント内に配置される場合であっても、異なる担当者がこれらの異なるア
プリケーションおよび解析ツールを使用するので、また、一般的にはこれらのツールが、
プラント内の様々なハードウェアに配置されるので、この情報がプラント内の他の機能に
有用な場合であっても、プラントのある機能的領域から別の機能的領域への情報の流れは
、もしあるとしても、ほとんど存在しない。たとえば回転機械装置データ分析ツールなど
のツールをメンテナンス担当者が使用して、（非プロセス変数タイプのデータに基づいて
）動作不良の発電機または回転機械装置の部品を検出することができる。このツールは、
問題を検出し、デバイスが較正、修理または交換を要することを、メンテナンス担当者に
警告することができる。しかしながら、動作不良のデバイスが、プロセス制御動作によっ
て監視されているループまたはある種のコンポーネントに影響を与えている問題を引き起
こしている可能性があるとしても、プロセス制御のオペレータ（人間またはソフトウェア
エキスパートのいずれか）は、この情報の恩恵を受けない。同様に、誤動作しているデバ
イスが、プラントの最適化に対して致命的であり得、ビジネス担当者が望み得る方法での
プラントの最適化を妨げ得る場合であっても、ビジネス担当者は情報の恩恵を受けないと
いう事実に気付かない。プロセス制御のエキスパートは、プロセス制御システム内のルー
プまたはユニットの性能を最終的に劣化させ得るデバイスの問題を認識しないので、また
、プロセス制御のオペレータまたはエキスパートは、この設備が完全に動作しているとみ
なしているので、プロセス制御のエキスパートは、それがプロセス制御ループ内で検出す
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る問題を誤診断する可能性があり、あるいは、実際にはその問題を全く修正できないルー
プチューナなどのツールを適用しようとする可能性がある。同様に、ビジネス担当者は、
誤動作しているデバイスに起因して、所望のビジネス効果（利益を最適化するなど）を奏
さない方法で、プラントを作動させるビジネス決定を行う可能性がある。
【００１０】
　プロセス制御環境で利用できるデータ分析およびその他の検出ルールおよび診断ツール
の豊富さに起因して、プロセスオペレータおよびビジネス担当者を補助し得るメンテナン
ス担当者が利用可能なデバイスの健全性および性能に関する情報は、かなりの量になる。
同様に、メンテナンス担当者またはビジネス担当者を補助し得る、プロセス制御ループお
よびその他のルーチンの現在の動作状態に関するプロセスオペレータが利用可能な情報は
、かなりの量である。同様に、プロセスの動作を最適化する際に、メンテナンス担当者ま
たはプロセス制御のオペレータを補助し得る、ビジネス業務を実行することによってもた
らされる、またはそのような業務を実行する最中に使用される情報が存在する。
【００１１】
　プロセスプラントおよびそのプロセスプラント内の資産に関する大量の情報は、ユーザ
が対象となる特定の情報を個別に特定するために、しばしば大量のデータを読んで調べる
ことが必要となり、プラント情報を得るのにかなりの時間がかかる場合があるので、プラ
ントオペレータまたはその他の従業者にとって問題となる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本開示の一態様によると、プロセスプラント内の構成要素に関するステータス情報を報
告する方法が開示され、この方法は、特定のユーザに関連付けられたユーザ要求に応答し
て、データソースから初期ステータス情報を受信するステップと、特定のユーザに関係し
ているユーザプレファレンス履歴データに基づいて、初期ステータス情報に優先順位を付
けて、ステータス情報内の優先順位がより高いステータス情報のサブセットを特定するス
テップと、ステータス情報の他のものより上にランク付けされる優先順位がより高いステ
ータス情報を含むレポートを生成するステップと、レポートを特定のユーザに表示するス
テップとを含む。
【００１３】
　本開示の別の態様によると、プラント内の資産に関するステータス情報を報告するため
の装置は、プラント内の資産に関するステータス情報を保存するメモリと、保存されたス
テータス情報を表示するためのディスプレイと、ステータス情報リポータであって、ａ）
特定のユーザに関連付けられたユーザ要求に応答して、データソースから初期ステータス
情報を受信し、ｂ）特定のユーザに関係しているユーザプレファレンス履歴データに基づ
いて、初期ステータス情報に優先順位を付けて、ステータス情報内の優先順位がより高い
ステータス情報のサブセットを特定し、ｃ）ステータス情報のその他のものよりも上にラ
ンク付けされる優先順位がより高いステータス情報を含むレポートを生成するように構成
される、ステータス情報リポータと、を備える。
【００１４】
　本開示をより完全に理解するために、以下の詳細な説明および添付の図面を参照された
い。図中、同様の参照番号は、同様の要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】加工プラントを示す図である。
【図２】図１のプラント内の資産管理システムに関するデータおよび情報のフローチャー
トであり、本出願による資産データおよび検索リポータを示す。
【図３】グラフィカルユーザインターフェースによって表示され得るプロセス制御システ
ム内のユニットを表すディスプレイを例示的に示す図である。
【図４】図２の資産データおよび検索リポータの例示的実施形態のブロック図である。
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【図５】資産データおよび検索リポータによって実施され得る例示的な履歴データ収集の
フローチャートである。
【図６Ａ】図６Ａは検索リポートをユーザに自動的に提供するために、資産データおよび
検索リポータによって実行され得る例示的なプロセスのフローチャートである。
【図６Ｂ】図６Ｂは資産データおよび検索リポータによって生成され得るような、検索リ
ポータに関する様々な相関マッピングを示す図である。
【図６Ｃ】図６Ｃは資産データおよび検索リポータによって生成され得るような、検索リ
ポータに関する様々な相関マッピングを示す図である。
【図７】ユーザ検索基準応答して、資産データおよび検索リポータによって自動的に生成
され得る個人化された検索レポートの例示的なグラフィカル表示を示す図である。
【図８】ユーザ検索基準に応答して、資産データおよび検索リポータによって自動的に生
成される個人化された検索レポートの別の例示的なグラフィカル表示を示す図であり、異
なる履歴データの優先順位を示す。
【図９】ユーザ検索基準に応答して、資産データおよび検索リポータによって自動的に発
生される個人的な検索レポートのさらに別の例示的なグラフィカル表示を示す図である。
【図１０】ユーザ検索基準に応答して、資産データおよび検索リポータによって自動的に
生成される個人化された検索レポートの別の例示的なグラフィカル表示を示す図であり、
図７～図９のグラフィカル表示とは異なる資産情報を示す。
【図１１】ユーザ検索基準に応答して、資産データおよび検索リポータによって自動的に
生成される個人化された検索レポートの別の例示的なグラフィカル表示を示す図であり、
図７～図１０のグラフィカル表示とは異なる資産情報を示す。
【図１２Ａ】図１２Ａは別の例示的な個人化された検索レポートを示す図である。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは資産データおよび検索リポータによって自動的に生成されるスマ
ートタグを介して相関された資産結果がアクセスされる、個人化された検索レポートを示
す図である。
【図１３】ユーザが、プロセスプラント内における様々なレベルに関するレポートを閲覧
できるようにするために、グラフィカルユーザインターフェースによって提供され得る例
示的なグラフィカル表示を示す図である。
【図１４】様々なグラフィック形式の個人化された検索レポート資産データを示す例示的
なグラフィカル表示を示す図である。
【図１５】ユーザが、より高いレベルの構成要素内のより低いレベルの構成要素のステー
タス情報を閲覧できるようにするために、資産データおよび検索リポータに応答して、グ
ラフィカルユーザインターフェースによって提供され得る例示的なグラフィカル表示であ
る。
【図１６】ユーザが、より低いレベルの構成要素のステータス情報を閲覧できるようにす
るために、資産データおよび検索リポータに応答して、グラフィカルユーザインターフェ
ースによって提供され得る例示的なグラフィカル表示である。
【図１７】ユーザが、アラート情報を閲覧できるようにするために、資産データおよび検
索リポータに応答して、グラフィカルユーザインターフェースによって提供され得る例示
的なグラフィカル表示である。
【図１８】ユーザが、詳細なアラート情報を閲覧できるようにするために、資産データお
よび検索リポータに応答して、グラフィカルユーザインターフェースによって提供され得
る例示的なグラフィカル表示である。
【図１９】ユーザが、履歴イベントの監査証跡情報を閲覧できるようにするために、資産
データおよび検索リポータに応答して、グラフィカルユーザインターフェースによって提
供され得る例示的なグラフィカル表示である。
【図２０】ユーザが、履歴イベントの詳細な監査証跡情報を閲覧できるようにするために
、資産データおよび検索リポータに応答して、グラフィカルユーザインターフェースによ
って提供され得る例示的なグラフィカル表示である。
【図２１】ユーザが、プロセスプラントに関するステータス情報を閲覧できるようにする
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ために、資産データおよび検索リポータに応答して、グラフィカルユーザインターフェー
スによって提供され得る例示的なグラフィカル表示である。
【図２２】ユーザが、図２１のプロセスプラントの一領域に関するステータス情報を閲覧
できるようにするために、資産データおよび検索リポータに応答して、グラフィカルユー
ザインターフェースによって提供され得る例示的なグラフィカル表示である。
【図２３】ユーザが、図２２の領域内のユニットに関するステータス情報を閲覧できるよ
うにするために、グラフィカルユーザインターフェースによって提供され得る例示的なグ
ラフィカル表示である。
【図２４】ユーザが、図２３のユニット内のループまたはデバイスに関するステータス情
報を閲覧できるようにするために、グラフィカルユーザインターフェースによって提供さ
れ得る例示的なグラフィカル表示である。
【図２５】ユーザが、設備、コンポーネント、トランスミッタまたはバルブに関するステ
ータス情報を閲覧できるようにするために、グラフィカルユーザインターフェースによっ
て提供され得る例示的なグラフィカル表示である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　開示される方法および装置は、様々な形式の諸実施形態が可能であるが、各図面には、
本発明の特定の諸実施形態が示されており（また、以下に記載され）、本開示は例示する
ことを意図し、かつ本明細書に記載され、例示される特定の諸実施形態に、本発明を限定
するものではないことが意図される。
【００１７】
　次に図１を参照すると、プロセスプラント１０は、多くのビジネスシステムおよびその
他のコンピュータシステムを含み、これらのシステムは、１つまたは複数の通信ネットワ
ークによって多くの制御およびメンテナンスシステムと相互接続される。プロセスプラン
ト１０は、１つまたは複数のプロセス制御システム１２および１４を含む。このプロセス
制御システム１２は、ＰＲＯＶＯＸもしくはＲＳ３システム、または任意のその他のＤＣ
Ｓなどの従来型のプロセス制御システムとすることができ、オペレータインターフェース
１２Ａを含むが、このオペレータインターフェース１２Ａは、コントローラ１２Ｂおよび
複数の入出力（Ｉ／Ｏ）カード１２Ｃに結合され、Ｉ／Ｏカード１２Ｃは、次いで、アナ
ログおよびＨｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ
ｔｅｒ（ＨＡＲＴ（登録商標））フィールドデバイス１５などの様々なフィールドデバイ
スと結合される。プロセス制御システム１４は、分散型プロセス制御システムとすること
ができ、１つまたは複数の分散型コントローラ１４Ｂにイーサネット（登録商標）バスな
どのバスを介して結合される１つまたは複数のオペレータインターフェース１４Ａを含む
。コントローラ１４Ｂは、たとえば、Ｅｍｅｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍａｎａｇｅｍ
ｅｎｔから入手可能なＤｅｌｔａＶ（商標）コントローラまたは任意のその他の所望のタ
イプのコントローラとすることができる。コントローラ１４Ｂは、Ｉ／Ｏデバイスを介し
て、たとえば、ＨＡＲＴもしくはＦｉｅｌｄｂｕｓフィールドデバイスまたは任意のその
他のスマートフィールドデバイスもしくは非スマートフィールドデバイスなどの１つまた
は複数のフィールドデバイス１６に接続される。任意のその他のスマートフィールドデバ
イスもしくは非スマートフィールドデバイスは、たとえば、ＰＲＯＦＩＢＵＳ（登録商標
）、ＷＯＲＬＤＦＩＰ（登録商標）、Ｄｅｖｉｃｅ－Ｎｅｔ（登録商標）、ＡＳ－ｌｎｔ
ｅｒｆａｃｅおよびＣＡＮプロトコルのいずれかを使用するものを含む。知られているよ
うに、フィールドデバイス１６は、アナログまたはデジタル情報を、プロセス変数ならび
にその他のデバイス情報に関するコントローラ１４Ｂへ提供することができる。オペレー
タインターフェース１４Ａは、たとえば、制御最適化手段、診断エキスパート、ニューラ
ルネットワーク、チューナなどを含むプロセスの動作を制御するためのプロセス制御のオ
ペレータが利用可能なツールを格納または実行することができる。
【００１８】
　さらに、メンテナンスおよび監視業務を実行するために、ＡＭＳ（商標）スイートアプ
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リケーションあるいは任意のその他のデバイス監視および通信アプリケーションを実行す
るコンピュータなどのメンテナンスシステムを、プロセス制御システム１２および１４、
あるいはその中の個々のデバイスに接続することができる。たとえば、メンテナンスコン
ピュータ１８を、任意の所望の通信線またはネットワーク（無線またはハンドヘルド型デ
バイスネットワークを含む）を介して、コントローラ１２Ｂおよび／またはデバイス１５
に接続して、デバイス１５と通信することができ、いくつかの例では、デバイス１５を再
設定、およびその上で他のメンテナンス業務を実行することができる。同様に、アプリケ
ーションのＡＭＳ（商標）スイートなどのメンテナンスアプリケーションを、分散型プロ
セス制御システム１４に関連するユーザインターフェース１４Ａのうち１つまたは複数内
にインストールし、そのユーザインターフェース１４Ａで実行して、デバイス１６の動作
状態を関連するデータ収集を含む、メンテナンスおよび監視機能を実行することができる
。
【００１９】
　また、プロセスプラント１０は、タービン、モータなどの様々な回転機械装置２０を含
み、回転機械装置２０は、いくつかの恒久的または一時的な通信リンク（読取値をとるた
めに装置２０に接続され、その後取り外されるバス、無線通信システム、またはハンドヘ
ルド型デバイスなど）を介して、メンテナンスコンピュータ２２に接続される。メンテナ
ンスコンピュータ２２は、既知の監視および診断アプリケーション２３、たとえばＥｍｅ
ｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　ＭａｎａｇｅｍｅｎｔのＡｓｓｅｔ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉ
ｏｎ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎから入手可能なＡＭＳ（商標）スイートのＭａｃｈｉｎｅｒｙ　
Ｈｅａｌｔｈ　Ｍａｎａｇｅｒ、または回転機械装置２０の動作状態を診断し、監視し、
最適化するために使用される任意のその他の既知のアプリケーションを格納し実行するこ
とができる。メンテナンス担当者は、通常、アプリケーション２３を使用して、プラント
１０内の回転機械装置２０の性能を維持および監視し、回転機械装置２０に関する問題を
判定し、回転機械装置２０を修理または交換しなければならないときおよびそれが必要で
あるかを判定する。
【００２０】
　同様に、プラント１０に関連する発電および配電設備２５を有する発電および配電シス
テム２４は、たとえばバスを介して、プラント１０内の発電および配電設備２５の動作を
実行および監視する別のコンピュータ２６に接続される。コンピュータ２６は、たとえば
、ＬｉｅｂｅｒｔおよびＡＳＣＯあるいはその他の企業によって提供されるものなどの既
知の電力制御および診断アプリケーション２７を実行して、発電および配電設備２５を制
御および保守することができる。
【００２１】
　プロセス制御機能１２および１４、コンピュータ１８、１４Ａ、２２および２６内に実
装されるようなメンテナンス機能、ならびにビジネス機能を含む、プラント１０内の様々
な機能システムと関連するインターフェースに通信可能に接続されるコンピュータまたは
コンピュータシステム３０が提供される。具体的には、コンピュータシステム３０は、従
来のプロセス制御システム１２およびその制御システムに結合されるメンテナンスインタ
ーフェース１８に通信可能に接続され、分散型プロセス制御システム１４のプロセス制御
および／またはメンテナンスインターフェース１４Ａに接続され、回転機械装置メンテナ
ンスコンピュータ２２ならびに発電および配電コンピュータ２６に接続されるが、これら
の接続は全てバス３２を介する。バス３２は、任意の所望のまたは適当なローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）またはワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）プロトコルを使用し
て、通信を提供することができる。
【００２２】
　図１に示されるように、コンピュータ３０は、同一のまたは異なるネットワークバス３
２を介して、ビジネスシステムコンピュータならびにメンテナンスプランニングコンピュ
ータ３５および３６にも接続され、たとえば、エンタープライズリソースプランニング（
ＥＲＰ）、マテリアルリソースプランニング（ＭＲＰ）、コンピュータメンテナンスマネ
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ージメントシステム（ＣＭＭＳ）、会計、製造および顧客注文システム、メンテナンスプ
ランニングシステム、あるいは、部品、消耗品および原料注文アプリケーション、製造ス
ケジューリングアプリケーションなどのその他の所望のビジネスアプリケーションを実行
することができる。またコンピュータ３０を、たとえばバス３２を介して、全プラントＬ
ＡＮ３７、企業ＷＡＮ３８ならびに遠隔地からプラント１０を遠隔監視またはプラント１
０と通信できるようにするコンピュータシステム４０にも接続することができる。
【００２３】
　一実施形態では、ＸＭＬ／ＸＳＬプロトコルを使用して、バス３２を介する通信が起こ
る。ここでは、コンピュータ１２Ａ、１８、１４Ａ、２２、２６、３５、３６などのそれ
ぞれからのデータをＸＭＬ／ＸＳＬラッパー内にラップし、たとえばコンピュータ３０内
に配置することができるＸＭＬ／ＸＳＬデータサーバへ送る。ＸＭＬ／ＸＳＬは記述言語
なので、サーバは、任意のタイプのデータを処理することができる。このサーバにおいて
、必要であれば、データは、新たなＸＭＬ／ＸＳＬラッパーでカプセル化される。すなわ
ち、このデータは、１つのＸＭＬ／ＸＳＬスキーマから、受信アプリケーションのそれぞ
れについて生成される１つまたは複数のその他のＸＭＬ／ＸＳＬスキーマにマッピングさ
れる。したがって、各データ発信元は、そのデバイスまたはアプリケーションに認識され
るか、それらに都合の良いスキーマを使用して、そのデータをラップすることができ、各
受信アプリケーションは、その受信アプリケーションで使用される、またはその受信アプ
リケーションによって認識される異なるスキーマでデータを受信することができる。サー
バは、データの転送元と１つまたは複数の転送先とに応じて、１つのスキーマをもう１つ
のスキーマにマッピングするように構成される。所望の場合には、サーバは、データの受
信に基づいて、ある特定のデータ処理機能またはその他の機能を実行することもできる。
マッピングおよび処理機能のルールは、本明細書に記載されるシステムの動作に先立って
設定され、サーバに格納される。このようにして、データを、任意の１つのアプリケーシ
ョンから１つまたは複数のその他のアプリケーションへ送信することができる。
【００２４】
　一般的には、コンピュータ３０は、プロセス制御システム１２および１４、メンテナン
スシステム１８、２２および２６ならびにビジネスシステム３５および３６によって生成
されるデータおよびその他の情報、ならびにこれらのシステムのそれぞれによって実行さ
れるデータ分析ツールによって生成されるデータを収集する資産管理システム５０を格納
および実行する。資産管理システム５０は、たとえば、ＮＥＸＵＳによって現在提供され
るＯＺエキスパートシステムに基づくことができる。しかしながら、資産管理システム５
０は、たとえば、任意のタイプのデータマイニングシステムを含む、任意のその他の所望
のタイプのエキスパートシステムとすることができる。重要なことに、資産管理システム
５０は、プロセスプラント１０内のデータおよび情報交換手段とし動作し、メンテナンス
領域などの１つの機能領域から、プロセス制御またはビジネス機能領域などのその他の機
能領域へのデータまたは情報の分配を調整することができる。また、資産管理システム５
０は、収集されたデータを使用して、新たな情報またはデータを生成させることができる
が、これらの情報またはデータは、プラント１０内の異なる機能に関連するコンピュータ
システムのうち１つまたは複数に分配させることができる。さらに、資産管理システム５
０は、収集されたデータを使用して、プロセスプラント１０内で使用されるべき新たなタ
イプのデータを生成する他のアプリケーションを実行または監視することができる。
【００２５】
　具体的には、資産管理システム５０は、プロセス制御装置および計装装置、発電デバイ
ス、回転機械装置、ユニット、領域などのようなデバイスと関連する、あるいは、プラン
ト１０内のループなどのようなプロセス制御構成要素と関連する指標を生成する、指標生
成ソフトウェア５１を含む、あるいは実行することができる。次いで、これらの指標を、
プロセス制御を最適化するのを補助するプロセス制御アプリケーションに提供することが
でき、また、プラント１０の動作と関連する、より完全なまたは理解できる情報をビジネ
ス担当者に提供するように、ビジネスソフトウェアまたはビジネスアプリケーションに提
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供することができる。また、資産管理システム５０は、メンテナンスデータ（デバイスス
テータス情報など）およびビジネスデータ（予定された作業指図、タイムフレームなどに
関連するデータなど）を、たとえば、制御を最適化するなどの制御業務をオペレータが実
行するのを補助するように、プロセス制御システム１４に関連する制御エキスパート５２
に提供することができる。制御エキスパート５２を、たとえばユーザインターフェース１
４Ａまたは制御システム１４に関連する任意のその他のコンピュータに、あるいは所望で
あればコンピュータ３０内に配置することができる。一実施形態では、制御エキスパート
５２は、たとえば、上述の米国特許出願第０９／２５６，５８５号および第０９／４９９
，４４５号に記載される制御エキスパートとすることができる。
【００２６】
　さらに、資産管理システム５０は、情報をプラント１０内の１つまたは複数の最適化手
段５５に送信することができる。たとえば、制御最適化手段５５を、コンピュータ１４Ａ
内に配置することができ、制御最適化手段５５は、１つまたは複数の制御最適化ルーチン
５５を実行することができる。それに加えてまたはそれに代えて、最適化ルーチン５５を
、コンピュータ３０または任意のその他のコンピュータ内に格納し、それらによって実行
することができ、したがって、必要性なデータを資産管理システム５０によって送信する
ことができる。また、所望であれば、プラント１０は、プラント１０のある特定の態様を
モデル化するモデル５６を含むこともでき、資産管理システム５０、または制御エキスパ
ート５２などの制御もしくは他のエキスパートによって、これらのモデル５６を実行して
、モデリング機能を実行することができる。その目的は、２００２年２月２８日に出願さ
れた「Ｃｒｅａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｏｆ　Ｉｎｄｉｃｅｓ　ｉｎ　ａ　
Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｐｌａｎｔ」と題する米国特許出願第１０／０８５，４３９号にさらに
詳しく記載され、その内容は本明細書に明示的に組み込まれる。しかしながら一般的には
、モデル５６を使用して、不良センサまたはその他の不良機器を最適化ルーチン５５の一
部として検出して、性能または状態監視を実行するために、プラント１０内で使用するた
めの、ならびに多くのその他の使用のための性能および利用指標などの指標を生成するた
めに、デバイス、領域、ユニット、ループ、パラメータなどを決定することができる。モ
デル５６は、Ｅｍｅｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　ＭａｎａｇｅｍｅｎｔのＰｅｒｆｏｒｍ
ａｎｃｅ　ａｎｄ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎから入手可能なＡＭＳ
（商標）スイートの最適化手段および性能モニタを介して利用できるようなモデルとする
ことができ、または任意のその他の所望のタイプのモデルとすることができる。
【００２７】
　コンピュータ３０は、さらに、資産データ／検索リポータ６０を格納および実行するこ
とができる。一般的には、資産データ／検索リポータ６０は、資産管理システム５０、デ
ータツール、データコレクタ、データジェネレータなどを含むデータソースからステータ
ス情報を受信し、ユーザのためにレポートを生成する。レポートは、ユーザプロファイル
にしたがってユーザにステータス情報またステータス情報を表す記述を表示するために生
成される。レポートは、１つまたは複数のユーザインターフェースルーチン５８によって
提示され、ユーザプロファイルに含まれるユーザプレファレンスに合わせて調整される。
またユーザプロファイルは、ユーザがどのステータス情報を閲覧しなければならないか、
どのステータス情報を閲覧してはいけないか、どのステータス情報を任意選択で閲覧する
ことができるかを決定するために、プラント内におけるユーザの責務などのユーザに関す
る情報を含むことができる。たとえば、メンテナンス担当者は、一般的には、デバイスの
健全性を監視することを担うことができる。さらに、メンテナンス担当者は、プロセスオ
ペレータによって、デバイスがどのように操作されているのかに関心をもつ場合がある。
メンテナンス担当者の責務および関心を、ユーザプロファイルに反映させることができる
。メンテナンスレポートが資産データ／検索リポータ６０によって生成される際、メンテ
ナンス担当者のプレファレンスにかかわらず、メンテナンス担当者のユーザプロファイル
が読み出され、デバイスの健全性に関するステータス情報を含むレポートが生成される。
また、このレポートは、デバイスの性能および生産性に関するステータス情報も含むが、
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このステータス情報は、メンテナンス担当者が利用可能な、ユーザプロファイルに反映さ
れるプレファレンスをメンテナンス担当者 が示した任意選択のタイプのステータス情報
である。しかしながら、ユーザプロファイルは、メンテナンスレポートが何を含み得るか
に関する制限を含む場合もある。たとえば、メンテナンス担当者は、プロセスプラントの
財務上の健全性に関するステータス情報を見ることができない場合がある。
【００２８】
　また、一般的には、１つまたは複数のユーザインターフェースルーチン５８を、プラン
ト１０内のコンピュータのうち１つまたは複数に格納し、そのコンピュータによって実行
することができる。たとえば、コンピュータ３０、ユーザインターフェース１４Ａ、ビジ
ネスシステムコンピュータ３５または任意のその他のコンピュータは、ユーザインターフ
ェースルーチン５８を作動させることができる。各ユーザインターフェースルーチン５８
は、資産データ／検索リポータ６０から情報を受信またはサブスクライブすることができ
、データの同じセットまたは異なるセットをユーザインターフェースルーチン５８のそれ
ぞれに送信することができる。ユーザインターフェースルーチン５８のいずれか１つは、
異なる複数のユーザに、異なる複数のスクリーンを使用して、異なる複数のタイプの情報
を提供することができる。たとえば、ユーザインターフェースルーチン５８のうちの１つ
は、１つのスクリーンまたはスクリーンのセットを、制御オペレータまたはビジネス担当
者に提供して、制御オペレータまたはビジネス担当者が、標準的な制御ルーチンまたは制
御最適化手段ルーチンで使用するために、制限を設定し、または最適化変数を選択できる
ようすることができる。ユーザインターフェースルーチン５８は、ユーザがいくつかの組
織化された方法で、指標生成ソフトウェア５１によって生成された指標を閲覧することが
できるようにする制御ガイダンスツールを提供することができる。また、このオペレータ
ガイダンスツールにより、オペレータまたは任意のその他の人員が、デバイス、制御ルー
プ、ユニットなどの状態に関する情報を取得できるようになり、かつ、プロセスプラント
１０内のその他のソフトウェアによってその情報が検出された際に、これらの構成要素に
関する問題に関連する情報を簡単に見ることができるようになる。また、ユーザインター
フェースルーチン５８は、ツール２３および２７、Ｅｍｅｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔのＡｓｓｅｔ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎから入
手可能なＡＭＳ（商標）スイートのインテリジェントデバイスマネージャからなどのメン
テナンスプログラム、または任意のその他のメンテナンスプログラムによって提供される
、またはそれらによって生成される性能監視データを使用して、性能監視スクリーンを提
供することができる。もちろん、ユーザインターフェースルーチン５８は、任意のユーザ
に、プラント１０の任意のまたは全ての機能的領域で使用されるプレファレンスまたは他
の変数へのアクセスを提供し、ユーザが、それらを変更できるようにすることができる。
【００２９】
　次に図２を参照すると、一実施例によるプロセスプラント１０内の資産データ／検索リ
ポータ６０とその他のデータツールまたはデータソースとの間のデータフローのいくつか
を示すデータフローチャートが提供される。一実施形態では、資産データ／検索リポータ
６０は、情報ソースから情報を受信し、それにより、プロセスプラント内のデバイス、ル
ープ、ユニット、領域などに関するステータス情報を提供するための様々なルーチンおよ
びアプリケーションを実行させることができる。資産データ／検索リポータ６０は、様々
なデータツールおよびデータソースから多くのステータス情報を受信する上述の資産管理
システム５０などの、集中型データ収集、共有および分散アプリケーションに組み入るこ
とができ、また別個のアプリケーションとして提供することができる。資産データ／検索
リポータ６０は、特定のサーバに集中して配置することができ、プラント１０においてロ
ーカルに、またはプラント１０から遠隔的に維持することができる。代替的には、資産デ
ータ／検索リポータ６０を、ビジネスシステムコンピュータ３５、メンテナンスコンピュ
ータ１８、２２および２６、メンテナンスプランニングコンピュータ３６などのいくつか
のコンピュータの間に分散させることができる。さらに、資産データ／検索リポータ６０
は、インターネットおよび／または全プラントＬＡＮ３７にわたって利用でき、ユーザイ
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ンターフェース１２Ａ、１４Ａ、５８を介して様々な従業者が利用できるネットワークア
プリケーションとすることができる。
【００３０】
　上述のように、資産データ／検索リポータ６０は、様々なデータソースからステータス
情報を受信するが、このデータソースには、データコレクタ、データジェネレータ、また
は指標生成ルーチン５１、制御エキスパート５２、最適化手段５５、モデル生成ルーチン
５６、ビジネスアプリケーション６４、メンテナンスシステムアプリケーション６６、制
御ルーチン６８、資産マネージャ７０、デシジョンメーカー７２などを含むデータツール
が含まれる。一実施形態では、資産データ／検索リポータ６０は、上述の資産管理システ
ム５０から情報を受信することができ、この資産管理システム５０は、先に参照した米国
特許出願第１０／０８５，４３９号にさらに詳しく記載される。この情報は、特定のデバ
イス、ループ、ユニット、領域などの健全性、性能、利用性および可変性に関する指標を
含むことができる。このデータは、データがその他の機能システムによって、どのように
生成されるか、またはどのように使用されるかに基づいて、任意の所望の形態をとること
ができる。さらに、上述のＸＭＬ／ＸＳＬプロトコルなどの任意の所望のまたは適当なデ
ータ通信プロトコルおよび通信ハードウェアを使用して、このデータを資産データ／検索
リポータ６０に送信することができる。しかしながら一般的には、プラント１０は、資産
データ／検索リポータ６０がデータソースのうち１つまたは複数から特定の種類のデータ
を自動的に受信するように、構成される。
【００３１】
　資産管理システム５０から指標を受信することに加えて、Ｅｍｅｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅ
ｓｓ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔから入手可能なＡＭＳ（商標）スイート・リアルタイム最適
化手段などの最適化手段５５からの最適化情報を、資産データ／検索リポータ６０によっ
て受信することができる。一実施形態では、ＡＭＳ（商標）スイート・リアルタイム最適
化手段の実時間最適化ルーチンをリアルタイム最適化手段として使用することができ、プ
ラント１０の動作中の様々時間に、または周期的に実行することができる。ＡＭＳ（商標
）スイート・リアルタイム最適化手段の実時間最適化ルーチンは、上述の米国特許出願第
１０／０８５，４３９号により詳しく記載されている。ＡＭＳ（商標）スイート・リアル
タイム最適化手段の最適化ルーチンは、最初に、入力フェーズを実行し、その間にルーチ
ンは、様々なデバイス、ユニットなどのセットポイントまたはその他の入力などの最適化
を実行するために最適化手段によって操作され得る変数であるように予め示された変数を
、現時点で実際に操作することができるかどうかを決定するために確認する。プロセス制
御システムからこの情報を取得し、任意の所望のデータベース内にこの情報を保存する資
産管理システム５０から、この情報を最適化手段が使用可能とすることができる。このよ
うにして、入力フェーズ中、最適化手段は、資産管理システム５０から最適化手段に提供
されるこのデータに基づいて、実際に、可能な操作された入力のそれぞれが、変更される
ためになおも利用可能であるかどうかを決定する。また、リアルタイム最適化手段は、最
適化手段の前回の動作中に変更されるように想定された変数が、実際に、最適化手段の前
回の実行からの提案または計算された値に変更されたか、またはその値に達したかどうか
を決定する。また、変数が理論的に到達すべき値に到達し損ねたことを検出することによ
り、最適化手段に、対処する必要があるシステム内の問題が存在し得ることをオペレータ
へ報告させることができる。次に、最適化手段は、たとえば、プラント１０から測定され
た実際の入力および出力を使用して、モデル全体を構成する個々のコンポーネントモデル
のそれぞれを迅速に実行する。次いで、各コンポーネントモデルの算出された出力を検査
し、モデル全体の正確な実行を妨げることになる任意の特定のコンポーネントモデルに関
する任意の問題が存在するかどうかを確認する。コンポーネントモデルのそれぞれを実行
できると推測すると、最適化手段は、最適化手段の最適化能力に影響を与え得るモデル内
の不一致を探すことができる。
【００３２】
　最適化手段５５から最適化情報を受信することに加えて、資産データ／検索リポータ６
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０は、いくつかの実施例において、「Ａｓｓｅｔ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｒｅｐｏ
ｒｔｉｎｇ　ｉｎ　ａ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｐｌａｎｔ」と題する米国特許出願第１０／３
９０，８１８号に記載された資産最適化リポータについて記載されているような最適化機
能を実行することができる。この米国特許出願の明細書全体は、参照により本明細書に組
み込まれる。いくつかの例示的な特徴を以下に記載する。
【００３３】
　最適化モードにおいて、たとえば、資産データ／検索リポータ６０は、１つのコンポー
ネントモデルからの出力を、モデル全体を構成する他のコンポーネントモデルのうち１つ
または複数への入力として使用して、所定の順序で個々のモデルを実行させることができ
る。モデル全体、ユーザによって提供された制約および入力フェーズによって決定された
新たな制約、ならびに最適化基準を使用して、最適化手段は、それが作動するタイムウィ
ンドウ上でプラントを最適化する操作が現在可能であるとして検出された入力変数、また
は操作済み変数へ行うべき変更を決定し得る。典型的には、最適化基準を、ビジネス担当
者またはビジネスアプリケーションによって実行することができる。資産管理システム５
０は、ビジネス担当者に、ユーザインターフェースルーチン５８を介して、何が任意の特
定の時間における最適化基準となるかに関する選択の系統的なセットを提供することがで
き、オペレータまたは任意のその他のユーザによってなされたその選択を最適化ルーチン
に提供する。実際には、選択され得る最適化変数が数多くあり、これらの異なる基準の選
択を、ユーザインターフェースを介して、オペレータまたはビジネス担当者に提供して、
オペレータまたはビジネス担当者が、任意の所望の方法で異なる最適化基準を選択できる
ようにする。
【００３４】
　最適化モードにおいて、資産データ／検索リポータ６０は、変更されるべき操作済み変
数または入力が依然として利用可能であるかどうかを決定することができる。変更される
べき操作済み変数の全てを依然として変更できる場合、たとえば、ユーザインターフェー
ス（たとえばグラフィカルユーザインターフェース）を介して、提案された変更をオペレ
ータに提供することができる。オペレータは、単にボタンを押し、最適化手段によって決
定された方法で、セットポイントを変更させるなど、操作済み変数への変更を、自動的に
プロセス制御ルーチン対して開始またはダウンロードさせることができる。別の実施形態
または動作のこれより後の段階では、たとえば、プロセスが適切に動作しているときには
、最適化モードは、オペレータが特定のタイムウィンドウ内の変更のインスタンス化を妨
げない場合、提案された変更を自動的に実施することができる。ユーザは、最適化モード
で、ユーザインターフェースルーチン５８のうち１つまたは複数を介して、資産データ／
検索リポータ６０とインターフェースすることができ、ユーザインターフェースルーチン
５８は、行うように提案された変更を示すスクリーンをオペレータに提供し、変更をイン
ストールするまたは、変更がインストールされるのを妨げるためにオペレータが使用する
ボタンまたはバーが提供する。次いで、ユーザは、ボタンを押して変更をインストールす
ることができ、それによって、全ての変更が適当なコントローラに送信され、そこで制限
がチェックされ、次いで実施される。
【００３５】
　選択最適化手段などのその他の最適化手段機能は、オペレータまたはメンテナンス担当
者が実行する必要があるプロセス構成における変更がプロセスをより最適化し得るかどう
かを決定することができる。たとえば、いくつかの場合では、選択最適化モードは、ある
利用可能であると想定される特定のユニットまたは他の操作済み入力が、何らかの理由で
もはや利用可能でないことと認識することができる。選択最適化手段は、これらのデバイ
ス、ユニットなどのうち１つまたは複数が利用可能であると仮定して、１つまたは複数の
最適化テストを実行して、これらの構成要素が動作状態に戻される場合、プラント１０が
どの程度より適切に動作するか、を決定する。
【００３６】
　しかしながら、資産データ／検索リポータ６０は、資産最適化リポータの能力を超えて
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、個人化されたまたはプロファイルベースの資産データの報告および検索を提供する。以
下により詳しく説明するように、資産データ／検索リポータ６０は、個人化されたまたは
プロファイルベースの資産データをユーザに提供して、ユーザが、資産データの全てでは
なく、ユーザに調整された合わせた資産データのより小さなセットを閲覧できるようにす
ることができる。これにより、プラント資産データを手動で検索する際にユーザが費やす
時間量ならびに閲覧するＧＵＩメニューおよびスクリーンを低減することができる。また
、資産データ／検索リポータ６０は、ユーザ操作中に収集される履歴データに基づいて、
検索結果にランク付けすることにより、プラント資産データ検索を改善することができる
。資産データ／検索リポータ６０は、資産データの表示中におけるシステムとのユーザイ
ンタラクションを追跡することができる。この追跡により、資産データ／検索リポータ６
０は、ユーザに固有のプロファイルデータ、資産に固有のプロファイルデータ、プラント
内のユニットに固有のプロファイルデータ、プロセスに固有のプロファイルデータまたは
他のグループ分けで固有のプロファイルデータを記録することができるようになる。たと
えば、追跡されたデータは、ユーザまたはユーザのグループが、特定のタイプの資産また
は資産データフィールドにアクセスする頻度を記録することができ、この頻度から、最も
頻繁にアクセスされたフィールドに基づいて、資産に優先順位が付けられる。
【００３７】
　以下にさらに論じるように、資産データ／検索リポータ６０は、任意の追跡可能な履歴
データに基づいて、資産にランク付けすることができる。この履歴データは、健全性指標
、利用性指標、可変性指標、性能指標、アラートステータス、緊急イベントステータス、
または任意のその他の資産データなどの資産データを含むことができる。一例として、ユ
ーザが、対象となる任意の資産（任意のユニット領域、デバイスまたはプロセスを含む）
に関するテータス情報などの特定のプラントデータを閲覧する時間の割合が挙げられる。
たとえば、ユーザが、特定のプラント領域（複数の資産－ユニット、デバイス、ループな
どを含む）を閲覧したとして記録される場合、次いで、資産データ／検索リポータ６０は
、そのユーザ（また複数のユーザ）にとって、プラントのこの特定の領域の優先順位がよ
り高いことを示すプレファレンスデータとして情報を記録することができる。同じユーザ
、またはいくつかの場合では他のユーザが、プラント内の資産について検索を実行する場
合、資産データ／検索リポータ６０は、初めに、優先順位がより高い１つまたは複数の領
域にあるそれらの資産を（あるいは、その他の実施例においては、その資産のみを）一覧
にすることができる。この優先順位のより高い資産の一覧は、典型的な包括的一覧に取っ
て代わることができ、または、この一覧を、別個のＧＵＩ形式でユーザに提示することが
できる。この優先順位のより高い資産の一覧により、所望の資産データを特定するために
、全てのレベルおよびサブレベルを通じて実行するのではなく、特定の検索または問い合
わせについて、関連するデータを、より迅速に狭めることができるようになることが望ま
れる。
【００３８】
　時間に基づくプラント資産のランク付けに加えて、資産データ／検索リポータ６０は、
ユーザが特定の資産にアクセスした回数、資産がアラート状態を受信した回数、資産がメ
ンテナンスを受けた回数、前回のメンテナンス（たとえば、最も時間の長い資産を最初に
一覧にする）からの時間、資産データ間のユーザによって追跡された相関、またはシステ
ムとのユーザインタラクションから導き出される任意のその他の履歴データに基づいてラ
ンク付けすることができる。さらに、ユーザは、資産データ／検索ャー６０を含むシステ
ムとインタラクトするユーザである必要はない。ユーザプロファイルを決定するために使
用される履歴データは、ビジネスアプリケーション６４を操作するビジネス担当者、メン
テナンスシステムとインタラクトするメンテナンス担当者、プロセスシステムとインタラ
クトするプロセス担当者またはプラント内のその他のシステム上で操作するその他の担当
者からのデータとすることができる。
【００３９】
　さらに、結果として得られる一覧は、単一のまたは複数のプロファイルされたパラメー
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タ（ユーザプレファレンス）変数に基づくことができる。たとえば、資産データ／検索リ
ポータ６０は、第１のレベルプロファイルパラメータ、第２のレベルプロファイルパラメ
ータ、第３のレベルプロファイルパラメータなどを特定することができる。次いで、資産
データ／検索リポータ６０は、第１のレベルプロファイルパラメータ（たとえばプラント
領域）に基づいて資産にランク付けし、この特定の第１のプロファイルパラメータを満た
す資産のグループごとに、第２のレベルプロファイルパラメータ（たとえば健全性指標）
に基づいて、それらの資産にサブランク付けすることができる。任意の追加のプロファイ
ルパラメータに関して、同様のさらなるサブランク付けを起こすことができる。
【００４０】
　図２に再び着目すると、データ収集および提示に影響を与えるために、上述のＤｅｌｔ
ａＶ（商標）などのコントローラおよび制御ルーチン６８は、資産データ／検索リポータ
６０に、動作している装置の有効性、アラーム、アラート、生産分析、費用分析（たとえ
ば、デバイスを修理する費用、故障するまでにかかるデバイスを運転する費用）、効率を
含む制御情報を提供することができる。ＡＭＳ（商標）スイートのインテリジェントデバ
イスマネージャまたはその他のメンテナンスシステムアプリケーション６６は、デバイス
の健全性、メンテナンスステータス、ダウンタイム分析（たとえば、ダウンタイムの費用
、ダウンタイムの原因など）、較正情報、費用分析、作業オーダなどのメンテナンス情報
を提供することができる。作業オーダ／部品オーダ生成ルーチンは、「Ａｕｔｏｍａｔｉ
ｃ　Ｗｏｒｋ　Ｏｒｄｅｒ／Ｐａｒｔｓ　Ｏｒｄｅｒ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　
Ｔｒａｃｋｉｎｇ」と題する米国特許出願第１０／０８６，１５９号にさらに詳しく記載
されており、この米国出願の内容は、参照により本明細書に明示的に組み込まれる。ＡＭ
Ｓ（商標）スイートのマシーナリヘルスマネージャまたはその他の既知の資産管理アプリ
ケーション７０は、回転機械装置２０を含む様々な装置に関する監視、診断および最適化
情報を提供する。動作している（ＭＤＣ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙによって提供されるよう
な）数学ソフトウェアモデル５６またはその他のモデル生成アプリケーションからの情報
は、さらに、資産データ／検索リポータ６０に提供され、デバイスモデル、ループモデル
、ユニットモデル、領域モデルなどに関するモデル化された情報を含めて、プロセスプラ
ント１０内の装置の一部または全てに関するモデル化されたステータス情報を提供するこ
とができる。モデル５６からのデータを使用することができ、あるいはモデル５６は、予
測可能なメンテナンスアラート、予測可能なメンテナンス品質保証などを含めて、プラン
ト１０内の予測制御またはリアルタイム最適制御を提供することができる。さらに、これ
らのモデルによって生成されるデータを使用して、ビジネスおよびプロセス制御アプリケ
ーションなどのその他のアプリケーションによって使用される指標を生成することができ
る。これらのモデルの例が、上で参照した米国特許出願第１０／０８５，４３９号にさら
に詳しく記載されている。エンタープライズリソースプランニング（ＥＲＰ）ツール、マ
テリアルリソースプランニング（ＭＲＰ）ツール、コンピュータメンテナンスマネージメ
ントシステム（ＣＭＭＳ）またはその他のビジネスアプリケーションなどのビジネスアプ
リケーション６４は、キーパフォーマンスインジケータ（ＫＰＩ）、経済情報、プラント
歩留まり、株式情報、生産計画、原料リソース計画などを含むビジネス情報を提供し、部
品オーダ、作業オーダ、消耗品オーダなどについてやり取りするためのビジネス対ビジネ
スのアプリケーションに関与することができる。ＫＰＩは、利益幅（たとえば販売毎に作
られる利益）、資本回転率（利用される資本毎の販売）、収益性（たとえば、資本投下に
対するプロフィット、プロフィットマージン×資本回転率）などの経済性指標から、以下
にさらに記載される、動作設備効率（ＯＥＥ）、およびサポートメトリックなどの資産に
特有の指標に及ぶ、いかなる指標を含むことができる。ＫＰＩはさらに、メンテナンス機
能およびオペレーショナル機能に関するステータス情報を含むことができ、ビジネス情報
のみに限定されるものではない。
【００４１】
　上述のデータソースのそれぞれは、情報を資産データ／検索リポータ６０に、直接およ
び／またはその他のアプリケーションを介して提供することができる。たとえば、最適化
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手段５５、制御ルーチン６８、制御エキスパート５２、ビジネスアプリケーション６４、
メンテナンスシステムアプリケーション６６、資産マネージャ７０、デシジョンメーカー
７２などは、資産データ／検索リポータ６０と資産管理システム５０との両方にステータ
ス情報を提供して、指標などのさらなるステータス情報を生成したり、モデル５６を実行
したりすることができる。次いで、資産管理システム５０からのステータス情報が、資産
データ／検索リポータ６０に提供されることとなる。換言すると、ステータス情報の全て
を資産データ／検索リポータ６０に利用可能にすることができるが、さらなるステータス
情報を生成するために、プロセスプラント１０内の様々なデータソース（たとえば、ツー
ル、アプリケーションなど）間でステータス情報を共有することができる。
【００４２】
　したがって、ここまで一般的に述べたように、プラント１０は、領域、ユニット、ルー
プ、デバイスなど、プラント１０内で階層的に関連する複数の構成要素を備え、プラント
１０をそれ自体単独の１つの構成要素とみなすことができる。この階層的な構成は、プラ
ント１０が様々な領域を含み、次いでそれらの領域が様々なユニットを含み、次いでそれ
らのユニットが様々なループおよびデバイスを含むように構成され得る。これらの構成要
素のそれぞれは、一般的には、プロセスプラント１０内で互いに関連し、かつ、相互接続
される。たとえば、領域は、ユニット、ループなどと相互接続されたデバイスを含むこと
ができる。この例示的な階層において、デバイスのようなより低いレベルの構成要素を相
互接続して、ユニットのようなより高いレベルの構成要素を形成することができ、次いで
、それらのより高いレベルの構成要素を相互接続して、領域のような、さらにより高いレ
ベルの構成要素を形成することなどができる。
【００４３】
　１つまたは複数の組織化されたユーザインターフェースルーチン５８は、資産データ／
検索リポータ６０ならびにプラント１０内の任意のその他のアプリケーションと通信して
、プロセスプラント１０内の任意のレベルについて、オペレータ、メンテナンス担当者、
ビジネス担当者などを補助し、視覚化を提供することができる。オペレータまたはその他
のユーザは、組織化されたユーザインターフェースルーチン５８を使用して、予測可能な
制御を実行または実施し、プラント１０の設定を変更し、プラント１０内のヘルプを閲覧
し、または、データソースによって提供される情報に関する任意のその他の業務を実行す
ることができる。ユーザインターフェースルーチン５８は、制御エキスパート５２からの
情報ならびに指標に関連する情報を受信するオペレータガイダンスツールを含むことがで
き、オペレータまたはその他のユーザは、プロセスまたはプロセス内のデバイスのステー
タスを閲覧するなどの多くの機能の実行を補助して、予測可能な制御エキスパート５２を
ガイドするために、または、予測可能なもしくは最適化された制御を実行するために、そ
れらのツールを使用することができる。
【００４４】
　さらに、たとえば資産管理システム５０を介して、プロセスプラント１０のその他の部
分におけるデータソースのいずれかから、データを閲覧するために、またはデータを取得
するために、ユーザインターフェースルーチン５８を使用することができる。たとえば、
管理者は、プロセス内で何が起こっているかを知りたいと思う場合があり、あるいは、戦
略的な計画を立てるために、プロセスプラント１０に関連する高レベルの情報を必要とす
る場合がある。一方、オペレータは、オペレータが監視および操作しているループまたは
領域内のデバイスの健全性について何が起こっているか知りたいと思う場合がある。次い
で、メンテナンス担当者は、オペレータの使用に起因するデバイスに関する潜在的な問題
をオペレータに警告するために、オペレータがどのくらい頻繁にデバイスを使用している
か、について関心をもつ場合がある。上述の資産データ／検索リポータ６０におけるステ
ータス情報の蓄積は、特定のデータソースそれぞれに別々にアクセスすることをユーザに
求めるのではなく、プロセスプラント１０内の様々な構成要素について報告するための集
中型ソースを様々な従業者の一人一人に提供する。資産データ／検索リポータ６０は、ユ
ーザインターフェースルーチン５８を介して、上述の監視技法のうち１つを使用して１つ
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または複数の構成要素について報告することができ、これらの構成要素のステータス情報
をメンテナンス担当者、ビジネス担当者、プロセスオペレータなどの任意の所望の人員に
報告し、それによって、データソースなどの各構成要素に対して別々に報告する必要性を
なくすことができることが理解されよう。また、資産データ／検索リポータ６０は、ユー
ザインターフェースルーチン５８における特定のユーザ要求入力に合わせて、またユーザ
インターフェースルーチン５８との過去のユーザインタラクションに基づいて、個人化さ
れたまたはプロファイルベースの情報を、提示し報告することができることが理解されよ
う。たとえば、これらのユーザインターフェースルーチン５８は、ユーザにプラント資産
データを提示することができ、そのデータから、資産データ／検索リポータ６０は、ユー
ザインタラクションを追跡し、閲覧して、ユーザが次のインタラクションをするとすぐに
、ユーザインターフェースルーチン５８をユーザに合わせて調整するために後で使用され
る履歴（プロファイル）データを生成する。
【００４５】
　資産データ／検索リポータ６０に応答して修正され得る既存のユーザインターフェース
ルーチン５８のいくつかの例は、装置性能情報を報告するために使用することができる、
Ｅｍｅｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔから入手可能な、ＡＭＳ（商標
）スイートのＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍｏｎｉｔｏｒを含む。ＡＭＳ（商標）スイート
のＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍｏｎｉｔｏｒは、一般的には、ユーザが遠隔地から装置性
能を監視できるようにするウェブベースのアプリケーションである。たとえば、遠隔監視
アプリケーションは、ユーザに、最適化手段またはその他のデータソースへのアクセスを
提供し得るが、これらのアプリケーションには、プロセス制御ツール、プロセス監視ツー
ル、装置もしくはデバイス監視ツール、指標発生ツール、作業オーダツール、ビジネスも
しくはその他のツールまたはアプリケーションなどの様々なデータツールを実行する能力
が含まれる。次いで、データソースからの結果を、プロット、チャート、提案される作業
、指標または提供することができる任意の他の結果として、遠隔地に送信して戻すことが
できる。遠隔監視の複数の例が、２００１年５月１０日出願の「Ｒｅｍｏｔｅ　Ａｎａｌ
ｙｓｉｓ　ｏｆ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｔ　Ｄａｔａ」と題する米
国特許出願第０９／８５２，９４５号にさらに記載され、その内容は本明細書に参照とし
て明示的に組み込まれる。しかしながら、その他のウェブベースの監視および報告アプリ
ケーションを利用することもできる。追加のインターフェースルーチン５８は、制御情報
を報告するために使用することができるＤｅｌｔａＶ（商標）を含む。回転機械装置に関
する情報を、米国特許第５，８１７，９２８号に記載されるユーザインターフェースを介
して報告することができるが、この米国特許は、参照により本明細書に明示的に組み込ま
れる。このユーザインターフェースの変形はさらに、以下にさらに述べる回転機械装置を
超えて適用可能である。ユーザインターフェースルーチン５８のさらなる例が、上述の米
国特許出願第１０／０８５，４３９号に記載される。しかしながら、以下の記載されるユ
ーザインターフェースルーチン５８を含むユーザインターフェースルーチン５８のその他
の例を、代替的に、または上述したユーザインターフェースルーチン５８とともに使用す
ることができる。ユーザインターフェースルーチン５８の選択またはフォーマットは、報
告されるステータス情報のタイプまたはステータス情報を閲覧する特定のユーザに左右さ
れ得る。
【００４６】
　一般的には、ユーザインターフェースルーチン５８は、ユーザがそれぞれ異なるデータ
ソースによって提供される様々な機能と容易にユーザインタラクションできるようにする
ために資産データ／検索リポータ６０と一体化されるグラフィカルユーザインターフェー
ス（ＧＵＩ）を提供する。しかしながら、さらに詳しくＧＵＩについて論じる前に、ＧＵ
Ｉは、任意の好適なプログラム言語および技法を使用して実施される１つまたは複数のソ
フトウェアルーチンを含み得ることを認識されたい。さらに、ＧＵＩを構成するソフトウ
ェアルーチンは、たとえば、プラント１０内のワークステーション、コントローラなどの
単一の処理ステーションまたはユニット内に格納し、その中でそのソフトウェアルーチン
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を処理することができ、あるいは代替的には、ＧＵＩのソフトウェアルーチンを資産利用
システム内で互いに通信可能に結合される複数の処理ユニットを使用する分散型の形式で
、格納および実行することができる。たとえば、ユーザインターフェースルーチン５８お
よびＧＵＩを、ウェブベースのソフトウェアルーチンの一部として組み込むことができ、
このウェブベースのソフトウェアルーチンは、ユーザがプラントワイドＬＡＮ３７、イン
ターネットまたはその他の通信システムを介するようなネットワーク通信を介してレポー
トを閲覧できるようし、それにより、ユーザは、デバイス、ループ、ユニット、領域など
から離れた場所で、またはプロセスプラント１０からも離れた場所で、デバイス、ループ
、ユニット、領域などに関する報告を閲覧できるようになる。たとえば、レポート、また
はその要約を、電話、ページャ、電子メールなどに送信することができる。これは、レポ
ートが、時間依存性である場合に、特に有用となり得る（たとえばデバイス故障アラート
）。ユーザが、ページャ、セルラ電話、携帯情報端末、電子メールアドレス、ラップトッ
プコンピュータ、デスクトップコンピュータまたは任意のその他のタイプのデバイスもし
くはハードウェアプラットフォームへの通信システムを介して、報告を閲覧できるように
する方法およびシステムの一例を、２００２年４月１５日に出願された「Ｗｅｂ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅｓ－Ｂａｓｅｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｆｏｒ　Ｕｓｅ　Ｗｉｔｈ　
Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」と題する米国特許出願第１０／１２
３，４４５号内に見出すことができるが、この米国特許出願の内容は、参照として本明細
書に明示的に組み込まれる。
【００４７】
　必ずしも必要ではないが、好ましくは、ＧＵＩを、よく知られているグラフィカルウィ
ンドウベースの構造および外観を用いて実施することができ、複数の相互にリンクしたグ
ラフィカルビューまたはページは、ユーザが、特定のタイプの情報を閲覧および／または
取り出すための所望の方法でページ全体をナビゲートできるようにする１つまたは複数の
プルダウンメニューを含む。上述のデータソースの特徴および／または機能を、ＧＵＩの
１つまたは複数の対応するページ、ビューまたはディスプレイを介して、表示したり、ア
クセスしたり、呼び出したりすることができる。さらに、ＧＵＩを構成する様々なディス
プレイを、論理的な方法で相互リンクさせて、ユーザが、特定のタイプの情報を取り出す
ために、あるいは、上述のデータソースの特定の機能にアクセスするおよび／またはその
機能を呼び出すために、これらのディスプレイを介して、迅速で直観的なナビゲーション
を容易にできるようにすることができる。
【００４８】
　たとえば、ＧＵＩは、プロセス制御領域、ユニット、ループ、デバイスなどの直観的な
グラフィカル表現またはディスプレイを提供する。これらのグラフィカル表示のそれぞれ
は、プロセスプラント１０内の任意の構成要素に関するステータス情報の数値的表示、テ
キスト表示およびグラフィカル表示を含むことができる。たとえば、プロセス制御領域を
表すディプレイは、その領域（すなわち、装置の階層の特定のレベルにおけるプロセス制
御システムの特定の部分）の対応するステータス情報を提供することができる。一方、ル
ープを表すディスプレイは、その特定のループに関連付けられるステータス情報を提供す
ることができる。いずれにせよ、ユーザは、任意のビュー、ページまたはディスプレイ内
に示されるステータス情報を使用して、そのディスプレイ内に表されるデバイス、ループ
などのいずれかに問題が存在するかどうか、に迅速に評価することができる。
【００４９】
　さらに、本明細書に記載されるＧＵＩは、自動的に、またはユーザによる要求に応答し
て、プロセスプラント１０内の任意の構成要素に関するステータス情報をユーザに提供す
ることができる。しかしながら、情報のタイプまたは特定のユーザのセキュリティ許容度
に応じて、ステータス情報のタイプに基づいて、または特定の構成要素もしくはレベルに
基づいて、制限を加えられることができる、たとえば、メンテナンス担当者は、デバイス
またはデバイスがその一部であるループの効率および利用性に関する情報のように、デバ
イスに対して即時または近接効果を有し得るステータス情報に加えて、そのメンテナンス
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担当者が担当するデバイスに関するステータス情報のみに制限され得る。一方、メンテナ
ンス担当者は、プロセスプラント１０の効率に関する情報を全体的に閲覧すること、また
は機密ビジネス情報を閲覧することを制限され得る。他の場合、プロセスプラント１０の
マネージャの場合には、プロセスプラント１０の任意の構成要素またはレベルに関する全
てのステータス情報を、ユーザが利用できるようにすることができる。
【００５０】
　図３は、ユーザにステータス情報を報告し、ユーザが、プラント１０内のプロセス領域
の動作ステータスおよび性能を迅速に分析できるようにするために、ＧＵＩによって提供
され得る例示的なグラフィカル表示である。図３に示されるように、ＧＵＩは、プロセス
領域１００内の物理装置（およびそれらの間の相互接続）を視覚的に表現することができ
る。もちろん、ＧＵＩディスプレイ内にプロセス領域が表されるが、たとえば、その代わ
りに、ユニット、サブユニット、ループ、デバイスなどのプラント１０の任意のその他の
部分を示して、同一のまたは同様の結果を達成してもよいことが理解されよう。いずれに
せよ、プロセス領域１００は、１対のタンク、複数の温度トランスミッタ、圧力トランス
ミッタ、フロートランスミッタなど、およびパイプを有するように表され、それら全てが
、図３に示されるように相互接続されている。さらに、物理デバイスのそれぞれを、プラ
ント１０内のそのデバイスを一意に特定する関連する英数字識別子（たとえばＴＴ－３９
４）とともに表示することができ、また、ユーザが、デバイスに関連付けられる感知パラ
メータのステータスを迅速に決定することができるようにするグラフィックメータまたは
ゲージ（すなわち、部分的に影が付けられた半円形の形状）とともに表示することもでき
る。たとえば、ＧＵＩは、温度トランスミッタに関連するグラフィックメータまたはゲー
ジを表示することができ、温度トランスミッタによって現在感知されている温度に基づい
てそのメータの多くの部分に影を付けたり、ほとんど影を付けなかったりすることができ
る。重要なことには、ここでは１つまたは複数の指標値（性能、健全性、可変性、利用性
）として示されるステータス情報を、領域１００内に示されるデバイスのうち１つまたは
複数について示すことができる。単に例として、領域１００内でタンク１１０に接続され
るデバイスのいくつかについて、健全性指標値が示される。しかしながら、所望であれば
、より多くのまたはより少ない健全性指標値を表示することができる。さらに、所望に応
じて、様々なステータス情報を、領域１００内に表されるデバイスのいずれについても表
示することができる。図３に示されるディスプレイを見るとわかるように、ユーザは、領
域が適切に機能しているか、また、適切に実行し続けるかどうかを迅速に確認することが
できる。さらに、ユーザは、注意を必要とし得る、および／または特定の問題を引き起こ
している可能性のある、デバイス、ユニット、サブユニットなどを迅速に特定することも
できる。
【００５１】
　また、ユーザがプラント内のさらに低いレベルの構成要素を順々に閲覧し、これらのそ
れぞれ異なる構成要素又ビューのそれぞれに関するステータス情報を取得できることが理
解されよう。したがって、たとえば、ユーザは、プラントのビューまたはプラントに関す
るステータス情報を見ることができる。次いで、ユーザは、プラントビュー内の複数の領
域のうち１つを選択するなどによって、１つの領域に焦点を合わせることができ、その領
域に関連付けられるステータス情報を見ることができる。ユーザは、その領域（もしくは
閲覧されているその他の構成要素）または関連付けられる英数字識別子上をマウスでクリ
ックして、あるいは代替的には、その識別子をキーボードを介して入力して、その領域に
関するステータス情報を表示する新たなウィンドウまたはポップアップウィンドウを要求
することができる。同様に、表示された領域内のユニット上でクリックすることによって
、異なるユニットに関するステータス情報を閲覧することができる。次いで、同様に、こ
れらのより低いレベルの構成要素が配置される構成要素のビューから、これらのそれぞれ
異なる構成要素に焦点を合わせることによって、ループ、サブユニット、デバイスなどに
関するステータス情報を、閲覧することができる。このようにして、ユーザは、プラント
の任意の位置またはレベルにおける問題または潜在的な問題の原因を迅速に発見すること
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ができる。さらに、ＧＵＩは、図３に示されるグラフィカル表示内に、あるいは、表示さ
れるステータス情報またはその変更に関連し得るユーザの現在の問題または潜在的な問題
を示すいくつかのその他のディスプレイまたはページ内に、テキストメッセージを提供す
ることもできる。これらのテキストメッセージは、示された問題に対する可能な解決を特
定することができる。
【００５２】
　ここでさらに論じるように、ユーザインターフェースルーチン５８によって提示される
ＧＵＩは、プラント資産データ情報の表フォームおよびデバイスなどをマッチングするた
めにプラント資産を検索するための検索フォーム等を含む、多くの追加のスクリーンと情
報とを含むことができる。本出願によると、ユーザに提示される情報を、履歴つまりプロ
ファイルデータに基づいて、ユーザに合わせて調整することができる。
【００５３】
　履歴データを生成させるために、資産データ／検索リポータ６０は、多くの機能要素を
含むことができる。図４は、図２の資産データ／検索リポータ６０として使用することが
できる例示的な資産データ／検索リポータ２００の機能図を表している。このリポータ２
００は検索エンジン２０２を含み、その検索エンジン２０２はユーザインターフェースル
ーチン５８を介して検索ルーチンを実行して、ユーザが特定された検索フィールドに基づ
いて、プラント資産データを通じて検索できるようにする。例示された実施例の検索エン
ジン２０２は、図２の実施例について上述したデータソースとの通信するインターフェー
ス２０１を介して、プラント資産データにアクセスする。たとえば、検索エンジン２０２
は、制御ルーチン、すなわち、ＡＭＳ（商標）または類似のシステム、メンテナンスシス
テム、モデル、制御エキスパート、最適化手段、資産管理システムなどと通信することが
できる。プラント資産データ（たとえばステータス情報）を、資産データ／検索リポータ
２００内に、またはリポータ２００がアクセス可能な保存媒体内に、ローカルに保存する
ことができる。例示的なメモリストレージ２０４が示されるが、メモリストレージ２０４
をリポータ２００から離隔できることが理解されよう。
【００５４】
　ユーザインタラクショントラッカー２０６は、ユーザインターフェースルーチン５８と
のユーザインタラクションを追跡して、どの資産および資産データがより頻繁に参照され
るかを反映する履歴データを生成する。また、ユーザインタラクショントラッカー２０６
は、他の資産または資産データに応答してアクセスされる資産および資産データを追跡す
るような、より複雑な追跡を実行することができる。たとえば、ユーザインタラクション
トラッカー２０６は、ユーザが、別の資産がアラート状態に達するときに、どの資産のス
テータスを閲覧するかを追跡することができる。たとえば、プロセスオペレータに、ユニ
ット内の特定のデバイス上のアラートまたは緊急イベントが通知される場合に、トラッカ
ー２０６は、オペレータが、次いで、第１のデバイスのアラート状態によって影響を受け
たかどうかを決定するために、そのユニット（またはプロセス）内の追加のデバイスを手
動でチェックし始めるかどうかを記録することができる。そのような相関された履歴デー
タは、次いで、第１のデバイス上のアラートがトリガされる際に、相関されたデバイスを
一覧にするスマートタグを別のユーザに提供するために、将来使用することができる。追
跡は、システムを用いて内部で、また、ユーザの一般的なシステムとのインタラクション
を干渉または変更させることなく行うことができる。
【００５５】
　ユーザデータが、トラッカー２０６によって追跡され、保存されると、プロファイラ２
０８は、生成された履歴データにアクセスして、ユーザインターフェースルーチン５８を
介する資産データ（ステータス情報）の報告を個人化するために使用できるユーザプレフ
ァレンスデータを自動的に生成する。プロファイラ２０８は、特定のデータを優先順位が
高い資産データとして特定し、優先順位がより高い情報を、ユーザインターフェースルー
チン５８へ通信することができる。プロファイラ２０８は、デバイス、ユニット、プロセ
ス、ループ、サブユニットまたはその他のレベルで、優先順位がより高いデータに関する
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履歴データを分析し、次いで、ユーザへ後で提示するために、その優先順位がより高いデ
ータを保存することができる。プロファイラ２０８は、このようにして全ての資産データ
を、または資産データのある部分だけをランク付けすることができる。プロファイラ２０
８は、プラントデータの典型的な総括閲覧中に個人化された資産データを提示するように
設計される。検索のこの実施例では、プロファイラによって生成されたユーザプレファレ
ンスデータを検索レポートジェネレータ２１０に送り、その検索レポートジェネレータ２
１０は、全ての資産のうちの、検索基準を満たす一部分だけを、具体的には、検索者が最
も望む傾向があると決定された資産を一覧にする検索レポートを提示するように、ユーザ
インターフェースルーチン５８に指示することができる。
【００５６】
　一部のユーザのみによる操作中、たとえば、ユーザのコンピュータにおけるある種のト
リガイベントの開始時またはリモートコンピュータからの命令の際に、ユーザが、ユーザ
インターフェースルーチン５８のＧＵＩとインターフェースしているときはいつでも、定
期的に、ユーザインタラクションデータを、トラッカー２０６によって継続的に追跡する
ことができる。資産データ／検索リポータ２００は、（たとえばユーザインターフェース
ルーチン５８を通じて）ユーザインタラクションが特定のセッション中に追跡されるべき
かどうかをユーザが選択できるようにするボタンを、ユーザに提供することができる。シ
ステムは、ユーザログイン時、システムスタートアップ時、所与の期間の非業務が起こっ
た後、ユーザが新たなプラント資産データにアクセスあるいは新たな検索を実行しようと
する際、ビジネスまたはメンテナンスシステムなどのリモートシステムの開始時、あるい
は、任意のその他のトリガイベントの際に、選択ボタンを提示することができる。
【００５７】
　いくつかの実施例において、資産データ／検索リポータ２００は、ユーザデータを追跡
し、その履歴データを保存し、そのデータを分析し、次いで、将来の使用のためにその情
報を保管するか、廃棄するかの選択肢をユーザに提示することができる。したがって、資
産データ／検索リポータ２００により、ユーザが、プロファイル分析を承認できるように
することができる。さらに、自動的な構成の分析が以下に記載されるが、どのタイプの履
歴データを追跡し、および／またはどのタイプの追跡情報を分析中に検討するか、をユー
ザが選択できるようにするプレファレンスメニュー、ユーザに提示し得ることが理解され
よう。
【００５８】
　ある特定の機能要素を用いて、リポータ２００が示されている。リポータ２００は、た
とえば上述の最適化手段を含む、図示されていない追加の機能要素を含み得ることが理解
されよう。
【００５９】
　図５は、資産データ／検索リポータ６０または２００によって実施することができる例
示的な履歴データコレクション技法３００を示す。ユーザインターフェースルーチンは、
ユーザインターフェース３０２を提示し、そのユーザインターフェース３０２を通じて、
ユーザは、プラント資産データを監視、閲覧または検索するためにインタラクトする。ユ
ーザインタラクショントラッカーは、トラッカー３０４を通じてユーザインタラクション
を監視する。トラッカー３０４は、キー操作、ボタン押下などを追跡することができ、そ
れにより、ユーザが、特定の資産データ、資産データスクリーンビュー、ツリー、スクリ
ーン、タブなどを選択したことが示される。トラッカー３０４は、アクション（たとえば
データ呼び出し要求）だけでなく、そのアクションに対応する実データも追跡することが
できる。たとえば、プラント内の一連の領域を一覧にするスクリーンをユーザが提示され
る場合、トラッカー３０４は、それらの領域の１つを選択する動作だけでなく、選択され
た特定の領域およびその領域に対応する資産を記録することができる。トラッカー３０４
は、所与の時間周期にわたって、かかる情報がアクセスされるまたは呼び出される回数を
追跡することができる。トラッカー３０４は、ユーザが特定のタイプの情報を検討するた
めに費やす時間量を追跡することができる。たとえば、１人または複数のユーザが、時間
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の大部分を費やしてプラントの領域Ｂ内の資産に関するデータを閲覧する場合、トラッカ
ー３０４は次いで、領域Ｂの資産を検討する消費時間を追跡することができる。
【００６０】
　ブロック３０６は、トラッカー３０４からの追跡されたデータに基づいて、履歴プロフ
ァイルデータを保存および／または更新する。ブロック３０６は、たとえば、プラント資
産領域の継続データベースと、ユーザが、その領域に関連し、ストレージ２０４内に保存
された情報にアクセスしている時間の継続集計とを更新することができる。新しい追跡さ
れた情報を取得しながら、この継続データベースを継続的に更新することができる。次い
で、履歴データは、ブロック３０８によってアクセスされ、例示される実施例において、
ブロック３０８は、プロファイラ２０８によって実行される。
【００６１】
　プロファイラ２０８は（ブロック３０８を介して）は、履歴データを分析またはプロフ
ァイルして、資産データの個人化され優先順位が付けられたサブセットを生成することが
できる。したがって、システムは、通常は、たとえば資産データ「優先順位」といった、
通常の検索において結果に優先順位を付けることができるが、プロファイラ２０８は、シ
ステムとのインタラクションに関連するように、検索結果のさらに個人化された優先順位
を生成する。この優先順位付けは、より動的かつユーザ固有である。それは、その優先順
位が、資産データが有する、そのシステムとのユーザインタラクションの以前のプロファ
イルに関しての、相対的な重要性に関連するためである。
【００６２】
　資産データは、一般的には、資産に関するステータス情報を含む。資産データ／サーチ
ャー６０は、サブセットが、ユーザまたは特定のユーザ要求（たとえば、プラント資産デ
ータを閲覧するための要求または対応する検索基準を自動的に発生させるための検索基準
の入力）に、それ以外では対応するであろう他の状態情報に比べて、一層関連する傾向が
あることを決定するという点で、個人化されたサブセットは、そのステータス情報内の優
先順位がより高い情報を提示し得る。ユーザが特定のタイプのプラント資産ビューにアク
セスすると、この優先順位がより高いステータス情報を、そのユーザに提示することがで
きる。たとえば、ユーザが加工プラント内の特定の領域にアクセスすると、次いで、プロ
ファイラ２０８は、ブロック３０６からの履歴データを分析して、過去の動作に基づいて
、ユーザによって閲覧される傾向が最も高い特定の領域内の情報はどれかを特定する。プ
ロファイラ２０８は、ある特定のユーザインタラクションのみに応答して、個人化された
資産データを提示することできる。たとえば、少なくとも最初は、資産情報の全てを必要
とするわけではない、領域レベル、プロセス、またはユニットレベルなどのより巨視的な
ビューで、プロファイラ２０８は単に、個人化された資産データを提示することができる
。それとは対照的に、ユーザが、焦点を合わせるために特定の資産を選択すると、ステー
タス情報の低減されたセットを提示するのではなく、資産データの全てを提示するように
、プロファイラ２０８に指示することができる。しかしながら、いくつかの実施例におい
ては、プロファイルは、単一の資産に関するステータス情報のレポートを個人化して、自
動的に発生されたユーザプレファレンスプロファイルに合致する情報のみを含むことがで
きる。
【００６３】
　プロセス３００は、ブロック３１０、より具体的には、プロファイラ２０８によって、
ユーザインターフェースルーチン５８上のプラント資産データ表示の個人化を制御するた
めに、資産データ／サーチャー２００が将来アクセスするために、プロファイルデータを
ストレージ２０４に保存して終了する。
【００６４】
　以上の説明は、ユーザインターフェースルーチン５８とのユーザインタラクションをプ
ロファイルする際に使用される履歴データを生成させるための例示的な技法を提供するも
のである。図６Ａは、ユーザによってトリガされた過去の検索基準に応答して生成される
、予測される検索パラメータの検索レポートを自動的に提供するために、資産データ／検
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索リポータ２００、より具体的には検索レポートジェネレータ２１０と通信する検索エン
ジン２０２によって実行され得る例示的なプロセス４００を示す。説明を簡単にするため
に、ユーザインターフェースルーチン５８によって提供され得るサンプルＧＵＩ入力スク
リーン４０２を示す図７を参照する。検索タブ４０３を選択されており、その結果、スク
リーン４０２は、テキストに手動でタイプすることによって、または、ポップアップウィ
ンドウからの検索フィールド値によって投入され得る一連の検索フィールド４０４ａ～４
０４ｅを有する。各検索フィールドを、異なるプラント資産データ（またはステータス情
報）に関連付けることができ、５つの検索フィールドのみが示されるが、任意の個数の検
索フィールドを設けることができることが理解されよう。例示的な検索フィールドは、例
としてのみ提供され限定的でも排他的でもない以下の一覧を含む。すなわち、健全性指標
、利用性指標、可変性指標、性能指標、それらの複合指標、アラート状態、緊急イベント
状態、メンテナンスステータス、前回のメンテナンス、次に予定されたメンテナンス、較
正ステータス、前回の較正、次に予定された較正、製造者、領域、プロセス、デバイスタ
イプ、ループ、ならびに、本明細書に記載されるおよび当業者に理解されるであろうその
他の資産データである。ある特定の例示的な検索フィールドのみが、スクリーン４０３に
示される。
【００６５】
　例示された実施例では、ユーザは、フィールド４０４ｄについて０～１００の健全性検
索値を選択済みだが、グローバルロケーション検索フィールド４０４ａを除く残りの検索
フィールドは、現在ブランクのままとしている。ユーザインターフェースルーチン５８は
、その所望の健全性値を資産データ／検索リポータ６０に通信し、資産データ／検索リポ
ータ６０は、その測定をブロック４０８で受信する。次いで、ブロック４１０は、所望の
健全性値を満たす資産に関する保存されたプラント資産データにアクセスする。
【００６６】
　この具体的な実施例では、ブロック４１０からのデータは、検索条件を満たす全ての資
産を含むことになる。次いで、データを優先順位付け手段４１２に送り、優先順位付け手
段４１２は、プロファイラ３０８から生成されたものなどの保存された履歴データについ
てチェックする。履歴データが存在する場合、優先順位付け手段４１２は、保存された履
歴データ内の優先順位情報に基づいて、ブロック４１０からのデータに優先順位を付ける
。この履歴データは、デバイス、ユニット、領域またはプロセスに固有のものとすること
ができる。いくつかの実施例では、履歴データは、その他の識別子に基づいて、資産をそ
れぞれ区別することができる。優先順位付け手段４１２は、ブロック４１０からの検索結
果データを優先順位により再び並び替え、また例示される実施例では、その情報を第２の
優先順位付け手段４１３に送り、第２の優先順位付け手段４１３は、ブロック４１２から
のデータの可能なさらなる再並び替えまたはフィルタリングに関する他の非履歴ベースの
優先順位付け基準をチェックする。
【００６７】
　たとえば、資産データ／検索リポータが、ある特定のプラント資産データをその他のプ
ラント資産データと予め相関させていた場合、ブロック４１３は、ブロック４１０の検索
結果データから、その相関された資産データを特定し、その相関されたデータを使用して
、さらに、ブロック４１２によって影響を受けた検索結果に優先順位を付け、低減し、ま
たはいくつかの例においては、その検索結果を拡張することができる。このようにして、
このシステムは、ユーザに、システムによって特定された相関する結果からの検索結果だ
けでなく、潜在的にユーザにとって関心がある可能性のある検索結果をも示す、ユーザに
対して固有のＰＯＩ（ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ｉｎｔｅｒｅｓｔ）表示を生成させることがで
きる。図６Ｂおよび図６Ｃについて以下にさらに論じられるように、ＰＯＩ表示は、ユー
ザに関する利用履歴に基づいて、ある特定のデータセットまたはある特定のタイプのデー
タにマーキングすることができ、それにより、各ユーザがプラント内の異なる役割でシス
テムとインタラクトできるので、各ユーザの「ＰＯＩ（ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ｉｎｔｅｒｅ
ｓｔ）」を異なるものとすることができる。相関に基づくレポートは、ＰＯＩシステムと
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して動作し、そのシステム内では、ユーザによって入力された検索結果は、資産データ／
検索リポータを、資産データまたは資産ステータス情報の特定のセットに中心として向け
させ、次いで、リポータは、相関されたデータを反映するＰＯＩの分岐情報が存在するこ
とを決定する。図６Ｂは、ステータス情報または資産データのマッピング構成を示し、そ
こでは、結果によって挿入された検索基準４１５は、非履歴データを表す一連の資産デー
タ基準４１７ａ～４１７ｅと、予め相関されている。たとえば、検索基準４１５は、指標
、アラートステータス、またはその他の資産データであり得、相関された基準４１７ａ～
４１７ｅは、任意のその他の指標、アラートステータスまたはシステムが検索基準に関連
すると決定した資産データであり得る。ブロック４１２によって使用される履歴データ４
１７ｆも示されている。次いで、４１７ａ～４１７ｆの基準データの全てを使用して、優
先順位を付けられた検索結果４１７ｇを生成することができる。
【００６８】
　図６Ｃは、図６Ｂと類似する、ＰＯＩマッピングを示すが、ここでは、優先順位が付け
られた検索結果４１７ｇ’は、ブロック４１２によって使用される履歴データ４１７ｆに
のみ基づくものである。図６Ｃの構成では、検索結果に対しさらに優先順位を付けるため
に使用されている基準４１７ａ～４１７ｅの代わりに、要素４１７ａ’～４１７ｅ’は実
際には、ユーザに表示される際に、初期の検索基準および／または検索結果４１７ｇ’に
相関される資産データを表示することになる独立した検索結果を反映する。たとえば、検
索結果４１７ｇ’は、健全性指標が６０～１００の全ての資産の個人化されたサブセット
を示し得るが、一方、要素４１７ａ’は、性能指標が６０～１００の資産を示し得る。こ
れは、資産データ／検索リポータ６０は、たとえば、２つの指標が、指標値が下がるにつ
れて類似する直線回帰を有する場合には、健全性指標を性能指標と予め相関させているか
らである。
【００６９】
　非履歴の相関された検索基準は任意の種類のものでよく、相関は時間または配置（プラ
ント全体、ユニット全体、領域固有など）に基づくことができる。その他の相関が認識で
きよう。
【００７０】
　ブロック４１３からのデータは、ブロック４１４に提供され、ブロック４１４は、優先
順位が付けられたデータ保証度係数が、ブロック４１０の初期の検索で特定された資産の
うちある特定のもののみ提示するために十分に大きいかどうかを決定する。ブロック４１
４は、たとえば、優先順位付け手段４１２によって特定された優先順位がより高い資産が
、所望の検索結果である可能性が十分に高く、ブロック４１０によって特定されたその他
の資産が検索結果内に提示される必要がないかどうかを決定することができる。そのよう
な場合では、ブロック４１４は、ブロック４１２からの完全に優先順位が付けられた資産
の一覧のコピーを保存することができるが、優先順位が最も高い資産のみを含むように切
り捨てられている。次いで、そのデータはブロック４１６に送られ、ブロック４１６は、
ユーザインターフェースルーチン５８に、検索結果４１８をユーザに表示するように指示
する。検索結果は、異なるタブ４１９を選択することによって、異なるステータス情報に
関して検討され得る。ブロック４１４が、このような切り捨てが起こるべきではないと決
定する場合には、次いで、ブロック４１２の完全に優先順位が付けられた資産が、４２０
として陰に示されるように、ユーザに表示される。
【００７１】
　検索結果４１８は、０～１００までの健全性指標を有する資産の一覧を示す。この一覧
は、第１の部分４１８ａに、優先順位がより高い資産（および対応するステータス情報）
を含む。この例における優先順位がより高い情報は、個人化された検索結果を反映する。
この検索結果において、資産データ／検索リポータ６０は、資産をそれらの健全性指標に
基づいてランク付けするためだけでなく、予め特定された重要な資産領域に関する資産の
サブセットを特定するために、検索結果に優先順位が付けられており、この場合は領域２
である。領域２は、過去のユーザ検索またはブラウジングによって、その他の領域と比較
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して、特に関心のある領域として特定されている。例示される実施例では、優先順位がよ
り高いステータス情報が、応答検索情報全体の上に繰り返されて表示されているが、上記
で論じたように、これはそうである必要はなく、所望であれば優先順位がより高い検索情
報のみを提供することができる。図８は、資産が性能指標（Ｐｌ）についてプロファイル
されたユーザプレファレンスに基づいて優先順位づけられた、別の例示的な検索一覧４１
８を提供し、プロファイラによって特定された範囲（たとえば０～６５）のＰｌを有する
これらの資産のみが、特定の優先順位がより高い範囲として、一覧４１８に示される。た
とえば、プロファイラ２０８は、最も頻繁にアクセスされた複数の資産のそれぞれに関す
るＰｌの範囲を決定し、そのＰＩの範囲がＰｌを利用可能な優先順位付け変数として決定
するため十分に統計的に有意であるかどうかを決定することができる。
【００７２】
　図９は、個人化された検索の別の実施例を示し、そこでは、資産データ／検索リポータ
が、ユーザ（または要求しているユーザ）が、履歴では、特定のタイプのプラント資産（
この場合は圧力トランスミッタ）を、別のタイプの資産（この場合はバルブ）よりも頻繁
に閲覧することを見出す。その結果、６０～１００のクリティカリティ値を有する資産に
関するユーザ検索レポートに対応して、より頻繁に閲覧される資産に優先順位が付けられ
る。つまり、検索基準は、６０～１００のクリティカリティ範囲を有する資産のみを示す
よう資産データ／検索リポータに指示するが、レポート結果は、得られるデータの閲覧履
歴に応じてソートされる。例示されるレポートは、特定された重要性を有する資産データ
について、ユーザプレファレンスデータが、圧力トランスミッタが、優先順位がより高い
ステータス情報を反映していることを示す。また、例示されたレポートは、対応する優先
順位がより低いステータス情報（バルブデータ）を示すが、その他の実施例では、このよ
うなデータを除くことができる。閲覧履歴データは、特定のユーザ閲覧パターンに基づく
ユーザ固有のものとすることができ、あるいは、閲覧履歴データは、全てのユーザ閲覧パ
ターンに基づいてもよく、したがってこのようにして、資産そのものに固有のものとする
ことができる。
【００７３】
　アクティブアラートステータスによって狭められた検索結果とイベント履歴によって狭
められた検索結果とを示す、図１０および図１１に示されるように、タブ４１９のうちそ
れぞれ異なるタブを選択することによって、自動的に履歴データから導き出されたユーザ
プレファレンスに基づいて個人化される方法でも、ユーザに資産に関するその他のステー
タス情報を提供することができる。タブのそれぞれは、条件の所定のセットに対応するこ
とができ、たとえば、アクティブアラートは、検索範囲の健全性指標および「メンテナン
ス」のアラートステータスを有する資産に基づいて、アクティブアラートに優先順位を付
けることによって、一般的な検索結果を個人化することができる。しかしながら、各タブ
の優先順位付けを、資産データ／検索リポータによって修正して、履歴データから自動的
に導き出されるユーザプレファレンスに基づいて、情報に優先順位を付けることができる
。さらに、特定されたユーザプレファレンスに応じて、さらに多くまたはさらに少ないタ
ブをタブ一覧に加えることができる。実際には、プロファイルされたユーザプレファレン
スに基づいて、その他のステータス情報よりもユーザの優先順位が高いシステムによって
自動的に決定されたステータス情報のみが一覧する、予測された検索結果のみを含むタブ
を加えることができる。
【００７４】
　図７から図９は、ユーザインターフェースルーチン５８によって提示される個人化され
た検索結果のいくつかの例示的実施形態を示すに過ぎない。理解されるように、その他の
実施形態を達成することができる。さらに、図７～図９は、１つまたは２つの変数を使用
して予測された一覧に優先順位を付けることできる検索結果を示すが、任意の個数のプロ
ファイル変数を、ブロック４１２およびブロック４１４によって特定し、その任意の個数
のプロファイルを使用して情報に優先順位を付けることができる。これは、具体的には、
多数の資産を含む検索結果に役立てることができる。図１２Ａは、プラント領域（プラン
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ト領域Ｂはプラント領域Ａよりも高い優先順位を有する）に基づいて、資産にランク付け
する例示的な検索レポート５００を示す。さらに、資産管理システムによって提供される
現在の健全性指標に基づいて、各プラント領域内の資産に優先順位を付けることができる
。さらに、同じ健全性指標を有する任意の資産は、それらの性能指標に基づいて、さらに
優先順位が付けられている。したがって、任意の多次元形式の個人化された検索結果を、
資産データ／検索リポータによって提供することができる。
【００７５】
　いくつかの実施例において、複数のプレファレンスデータ（プラント領域および健全性
指標など）を、資産データ／検索リポータによって特定することができるが、レポートは
、図１２Ａに示す多次元形式では、検索結果に優先順位を付けることができない。それら
の例では、優先順位付けのためにプレファレンスデータのうち１つを選択するように、リ
ポータをプログラムすることができる。たとえば、複数のプレファレンスデータが特定の
検索基準に対応して存在するとき、システムは、プレファレンスデータの実行の頻度に基
づいて、プレファレンスデータ間に優先順位を付けることができる。他のプレファレンス
データよりも使用頻度が高いプレファレンスデータがある場合には、その使用頻度が高い
プレファレンスデータが、検索基準に直接関係する情報に対してブーストされる。
【００７６】
　さらに、いくつの実施例では、資産データ／検索リポータ６０は、将来使用するために
、ある特定の資産データ情報に優先順位を付けることができるだけでなく、資産データ／
サーチャー６０は、ユーザが資産データを見ることを選択するときに、相関された資産デ
ータもユーザに表示できるように、特定の資産データをその他の資産データと相関させる
ことができる。ユーザがプラントデータ全体をスキャンする際に複数のビューを提示する
イラストレーションソフトウェアを有するプラントシステムでは、相関している資産デー
タはかなり有用であり得る。このようにして、資産データ／サーチャー６０は、自身ＰＯ
Ｉマッピングを生成して、メイン資産データ値および相関された資産データ値を満たす全
ての資産を簡単に表示することができる。たとえば、ユーザは、アクティブアラートタブ
を閲覧していることがあり、アラートについて検索されたものと同じ一般的なタイムフレ
ームで起こった任意のイベントに関するイベントデータを見る必要がある。イベントビュ
ーを切り替え、検索を選択し、次いで関心のあるタイムフレームを入力する代わりに、資
産データ／サーチャー６０は、資産にわたる（プラント全体、特定のプロセス、ユニット
などにわたって）アラート重大度およびタイムフィールド（図９参照）を、検索エンジン
内のイベントタイムフィールドと相関させ、アラート位置フィールド同士を相関させるマ
ッピングを構成することができる。したがってここでは、ユーザが将来、アラート時間を
示す１つのユニットからのアラートに基づいて検索を起動する場合に、アラートタイムウ
ィンドウ上でアラートを有する全ての相関された資産が、自動的にユーザへ特定され得る
。相関されたイベントは、同様にアラートイベントの場所に基づいて特定され得る。いず
れの場合にも、ユーザは次いで、自動的に特定された資産の中から、さらなる評価のため
に資産を選択することができ、したがって、ユーザは、資産データ／検索リポータ６０が
より関連する、またはこのケースでは関連データに相関できると特定したデータにより速
くアクセスできるようになる。
【００７７】
　図１２Ｂは、例示的なスマートタグアプリケーションを示し、ここでは、資産データ／
検索リポータによって生成されたレポート５５０が、通信状態が失敗を示す検索結果とリ
ンクされるスマートタグ５５２を含むように、図１０の表示が修正されている。スマート
タグ５５２は、履歴データが、通信状態が失敗である資産を特定するためのユーザプレフ
ァレンスを示すことを決定するリポータにのみ応答して、自動的に発生される。リポータ
は、検索フィールド領域５５４内に示される検索基準を基づいて検索を実行し、検索基準
に対応するステータス情報を特定し、次いで、履歴データが、ユーザプレファレンスデー
タに基づいて検索結果に優先順位を付けるべきであることを示唆しているかを判定する。
さらに、リポータは、ステータス情報のうちいくつかについて、ユーザが同じステータス
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情報を有する他の資産などの相関された検索結果も見ることを好む傾向があることを示す
ユーザプレファレンスデータがあるかどうかを決定する。次いで、リポータは、検索フィ
ールド領域５５４内のスマートタグつまりスマートタグ５５２を生成することができる。
スマートタグ５５２を選択するとすぐに、ユーザは、通信状態が失敗を示す全ての資産を
示す第２の検索レポート５５６とともに提示され得る。いくつかの例では、この第２のレ
ポート５５６は、リポータによってフラグが付けられた（すなわち、通信に失敗した）ス
テータス情報を有する全ての資産を含むことができ、あるいは、リポータは、これらの第
２の検索結果の特定されたより高い優先順位のみを報告することができる。
【００７８】
　表形式で保存された履歴検索データの一例を以下に示す。
【００７９】
【表１】

　いくつかの実施例によると、資産データ検索リポータ２００は、どの検索フィールド／
スマートタグが検索フィールド／スマートタグ領域４０５内で一覧にされるかを制御する
。資産データ／検索リポータ６０のプロファイラ２０８によって自動的に特定されるユー
ザプレファレンスに基づいて、特定の検索フィールド／スマートタグを個人化することが
できる。たとえば、優先順位がより高い情報に対応する検索フィールド／スマートタグの
みをユーザに示すことができる。他の実施例では、検索フィールド／スマートタグは、動
的とすることができ、ユーザが特定の検索フィールド／スマートタグを選択するにしたが
って変化する。資産データ／検索リポータ６０は、健全性指標と性能指標、または健全性
指標と前回のメンテナンスからの時間などの、互いに相関する検索フィールドを特定する
ことができる。したがって、ユーザが、一連のブランク検索フィールド／スマートタグを
示され、相関された検索フィールド／スマートタグを有するものののうち１つを選択する
場合、その第１の検索フィールド内に値を入力すると、資産データ／検索リポータ６０は
、ユーザが、第１の検索フィールド／スマートタグだけではなく、相関された検索フィー
ルド／スマートタグに基づいて資産を特定したいと望み得るという判定のもとに、相関さ
れた検索フィールド／スマートタグをユーザが埋めることができるように表示するように
、ユーザインターフェースルーチン５８に指示することができる。さらに、生成された検
索フィールド／スマートタグはそれぞれ、自動的にプロファイルされたユーザプレファレ
ンスに応答して、資産データ／検索リポータによって自動的に変更される可能な値のポッ
プアップ一覧を含むことができる。たとえば、資産データ／検索リポータは、第１の検索
フィールド／スマートタグについて選択された値に基づいて、第２の検索フィールド／ス
マートタグに関するポップアップメニューの利用可能な値を修正することができる。デー
タを受信するための第１の検索フィールド／スマートタグが健全性フィールドである場合
、資産データ／検索リポータは、選択健全性フィールド値に関連付けられる性能指標値を
特定することができる。問題になるほど低い健全性指標値を問題になるほど低い性能指標
値と相関させることができ、それにより、性能指標に関するポップメニューは、健全性指
標検索フィールドが、低い指標範囲に配置されたときに、検索フィールドに対して性能指
標の低い範囲に優先順位を付けることができる。資産データ／検索リポータは、相関され
ていない検索フィールド／スマートタグと同様にではあるが、既に選択された検索フィー
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ルド値に基づいて、（選択されていない検索フィールド間で）優先順位がより高い検索フ
ィールド値を特定することによって、検索フィールド／スマートタグを修正することがで
きる。
【００８０】
　図７～図１２に関して上記に論じたように検索結果を個人化することに加えて、本開示
による資産データ／検索リポータを使用して、資産データの一般的なブラウジングを個人
化することができる。図１３は、ＧＵＩによって提供され得るディプレイの例示的な図で
あり、ユーザが、プロセスプラント１０内の様々なレベル間をブラウズし、プロセスプラ
ント１０内の全ての構成要素に関する統合された報告を提供するためにプラントとその任
意のレベルに関する様々なステータス情報について報告することができるようにする。図
１３に示すように、ユーザは、プロセスプラント１０内の様々なレベルのメニュー６００
を提供される。メニュー６００により、ユーザは、様々なデバイス、ループ、ユニット、
領域などのプロセスプラント１０内のそれぞれ異なるレベルおよび構成要素に関するステ
ータス情報（プロセスプラント１０自体に関するステータス情報を含む）についてレポー
トを閲覧するように、簡単にナビゲートできるようになる。メニュー６００を、閲覧でき
る情報のタイプ、プロセスプラント１０内の様々なレベル、または任意のその他の所望の
構成にしたがって配置することができる。また、この構成は、ユーザ設定可能とすること
ができる。また、プロセスプラント１０の構造の拡大されたビュー６１０は、プロセスプ
ラント１０の全体的な健全性指標、健全性指標と関連する緊急性のレベル、およびアラー
ト情報などの様々なステータス情報とともに示されている。拡大されたビュー６１０に一
覧にされる各構成要素およびステータス情報のタイプは、ユーザが、そのステータス情報
および／または構成要素に関するさらなる詳細情報を要求できるように配置され得る。た
とえば、一覧にされた構成要素およびステータス情報は、ユーザ選択可能なアイコンとす
ることができ、このアイコンは、ウェブページ内のハイパーリンクに類似しており、選択
可能な構成要素またはステータス情報に関連付けられるさらなる詳細情報を特徴とする別
のレポートにリンクする。ユーザアクションまたは要求（たとえばリンク上でクリックす
ること）に応答して、図１３のディスプレイを、より詳細な情報と交換することができ、
または代替的には、新たなウィンドウに、様々なデバイス、ループ、ユニット、領域など
のいずれかを含むプロセスプラント１０の選択されたレベルに関するさらなる詳細情報に
ついての報告を表示する。資産データ／検索リポータは、リポータによって分析された履
歴データに基づいて、要求された一覧に対応する資産に優先順位を付けることによって、
この詳細なステータス情報を適合するように調整することになる。このような履歴データ
は、上記に論じたようなシステムでの過去のユーザインタラクションを表す追跡されたユ
ーザプレファレンスデータを含む。
【００８１】
　上述されたような個人化されたレポートに加えて、資産データ／検索リポータは、グラ
フィカル形式で検索結果を提示することができ、その一例が図１４に示される。スクリー
ンショット６１２は、検索結果サマリインジケータ６１３に示されるように、健全性指標
が９５の資産の検索に応答して、資産データ／検索リポータによって生成される個人化さ
れた履歴な検索結果を表すダッシュボードを示す。その検索結果は、４つの異なるグラフ
ィカル形式で示される。グラフィカルプロット６１４は、タイプ別に円グラフ形式で検索
結果（すなわち、健全性指標が９５の資産）を示す。グラフィカルプロット６１５は、ア
ラートの重大度によって検索結果を表し、現在アドバイザリ通信アラートステータス、異
常通信アラートステータス、メンテナンス通信アラートステータスを有する、あるいは通
信アラートステータスを全く有さない検索結果に対応する、資産の個数を示す。グラフィ
カルプロット６１６は、特定のイベントが起こる履歴率、この例では、１年間にわたって
健全性指標が９５に達した全てのプラント資産中の資産の個数を示す。このタイプの表示
により、オペレータがプラント全体またはプラントの一部分の全体的な健全性の傾向に迅
速にアクセスできるようにすることができる。グラフィカルプロット６１７は、ともに、
アラートステータスに基づいて、健全性指標検索結果をさらに調整する点でグラフィカル
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表示６１５に類似している。しかし、プロット６１７は、健全性指標が９５であり、様々
な持続期間（１時間から２４時間、１日間から７日間、７日間から３０日間、２０日間か
ら３６５日間、または３６５日間以上）のアクティブアラートを有する資産の個数を示す
。
【００８２】
　グラフィカルプロット６１４～６１７は、単に例として示されている。資産データ／検
索リポータは、個人化された履歴な検索結果を、その他のグラフィカル形式で示すことが
できる。ユーザが、特定のタイプのプロット基準を手動で選択できるようにするために、
各パネル６１４～６１７内に選択ボックス６１８が設けられる。
【００８３】
　グラフィカル表示６１４～６１７に示される結果は、検索要求に対応する資産のサブセ
ットのアグリゲートデータ、具体的には、履歴な検索データなどの特定されたランキング
基準に基づく、より関連する検索結果として、資産データ／検索リポータによって特定さ
れたサブセットの集合を反映する。他の実施例では、ダッシュボード６１２は、個人化さ
れたサーチャボタン６１９またはその他の手段のユーザのマニュアル選択によって、検索
結果のこの個人化された集合、ならびに検索結果全体の双方を提示することができる。
【００８４】
　図１５～図２０は、いくつかの実施例にしたがって図１３において上で説明されたディ
スプレイの詳細な図である。図１５～図２０はそれぞれ、プロセスプラント１０内の様々
なレベルのツリーレベルビュー６２０を含む。この具体的な実施例では、ツリーレベルビ
ュー６２０は、ユーザが利用できるようになされるデータソース（たとえばＡＭＳ（商標
）スイートのＭａｃｈｉｎｅｒｙ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｍａｎａｇｅｒデータ）のタイプにし
たがって構成され、引き続き、プロセスプラント１０内の様々な領域（たとえば領域１、
領域２など）にしたがって構成される。これは、プロセスプラント１０に関してＡＭＳ（
商標）スイートのＭａｃｈｉｎｅｒｙ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｍａｎａｇｅｒデータソースによ
って提供される追加の監視情報、診断情報および最適化情報をブラウズするためのユーザ
要求、あるいは、プロセスプラント１０内の全ての領域に関するこのタイプの情報を閲覧
するための要求に対応したものであり得る。しかしながら、ツリーレベルビュー６２０は
、任意の所望の方式で配置され得る。ツリーレベルビュー６２０は、ユーザが利用可能な
様々なプロセスプラント１０、データソース、領域、ユニットなどによって、構成され得
る。さらに、ツリーレベルビュー６２０を、優先順位が付けられた順番にツリーブランチ
を一覧にすることによって個人化することができ、優先順位がより高いブランチは、最初
に挙げられたプロファイラによって特定される。
【００８５】
　ツリーレベルビュー６２０と並んで、選択された領域（たとえば領域１）に関するさら
に詳細なステータス情報が示される。たとえば、図１５には、領域１内に含まれるユニッ
ト、ループ、デバイスなどのサマリ６３０が、ユニット、ループ、デバイスなどのそれぞ
れに関して詳細に示される。ツリーレベルビュー６２０の場合、サマリ６３０は、必ずし
も部分的である必要はないが、選択された領域に関係して、（必ずしもその部分に関連す
る必要はないが）様々な構成要素を一覧にするようにユーザ構成可能とすることができる
。さらに、様々なデータソースからのステータス情報を、ユーザプレファレンスから決定
されるように、サマリ６３０内に含むことができる。さらに、一覧６３０は、優先順位が
付けられたブラウザ一覧であり、優先順位がより高いステータス情報６３２は最初に挙げ
られ、優先順位がより低いステータス情報６３４はその次に挙げられている。この実施例
の優先順位は、システムを用いて過去のユーザインタラクションを表す履歴データからプ
ロファイルされるユーザプレファレンスデータとして、優先順位付け手段によって特定さ
れた健全性指標に基づいている。たとえば、資産データ／検索リポータは、図１３に示す
ようなＧＵＩインターフェースを用いて従来のユーザインタラクションを追跡し、（たと
えば、ユーザが、健全性指標に基づく性能ツリーをより頻繁に検索した、あるいは、ある
特定の健全性指標を有する装置に関する装置ツリーを検索したことを理由に）ユーザが、
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健全性情報に基づいて資産をブラウズするためのプレファレンスを有することを自動的に
決定している。これに応じて、領域１に対応する資産を報告する資産データ／検索リポー
タは、資産および対応する状態情報を、それらの指標が、先ず健全性指標の実行性が乏し
いものを優先する方法で、これらの資産をユーザがより関心をもつであろうという推測の
もとで、一覧にする。
【００８６】
　「Ａｓｓｅｔ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｉｎ　ａ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓ　Ｐｌａｎｔ」と題し、その明細書が本明細書に参照として組み込まれる米国特許
出願第１０／３９０，８１８号に記載される、履歴データに基づくこの自動的な優先順位
付けを超えて、一覧にされたユニット、ループ、デバイスなどのそれぞれは、たとえば、
一覧にされたユニット、ループ、デバイスなどのそれぞれに関連付けられる動的リンクを
使用することによって、その構成要素に関するさらなる詳細情報をもたらすようにユーザ
選択可能とすることができる。ユーザ要求（たとえば、英数字識別子上でクリックするこ
と）に応答して、Ｅｘｈａｕｓｔ　Ｆａｎ　＃１（ＥＸＦＡＮ　＃１）に関する詳細に関
するステータス情報を、図１６に示すように、デバイスサマリ６４０に表示することがで
きる。次いで、識別情報（たとえば、名称、場所、製造業者、モデル、データソース）、
較正ステータス、構造、効率性などを含むＥｘｈａｕｓｔ　Ｆａｎ　＃１に関する任意の
または全ての詳細を、別個のウィンドウまたは同じウィンドウ内に表示することができる
。表示されている特定のステータス情報は、詳細の任意の特定のタイプ、量、またはレベ
ルにも限定されるものではないことが理解されよう。その代わりに、以下により完全に記
載するように、表示することができる情報は、ユーザのニーズおよび／またはプレファレ
ンスにしたがって変化することができる。
【００８７】
　Ｅｘｈａｕｓｔ　Ｆａｎ　＃１について一覧にされたステータス情報の上には、さらに
詳細なステータス情報をもたらす、ユーザアクションに応答するよりユーザ選択可能なア
イコンが表示される。これらのユーザ選択可能なアイコン（つまり「タブ」）は、利用可
能な情報のサマリビューを反映し、さらなる利用可能なステータス情報間のナビゲーショ
ンを可能にするように、ディスプレイの頂部に沿って配置される。図１５のＧＵＩの各タ
ブについて、タブを選択する結果として、ユーザに提示されるステータス情報の個人化さ
れた一覧とすることができる。たとえば、図１７に示すように、ユーザは、「アクティブ
アラート」タブを選択することによって、領域１に関連する現在のアラートまたはイベン
トの全てを閲覧することができる。アクティブアラート情報に関して得られたディスプレ
イ６５０は、日付／時刻、アラートと関連付けられるユニット、ループまたはデバイス、
アラートの重大度など、アラートに関する詳細とともに、現在問題がある構成要素のそれ
ぞれを一覧にすることができる。ディプレイ６５０は、優先順位がより高い資産６５２の
セットを最初に、優先順位がより低い資産６５４のセットを次に特定するために、性能指
標に基づいて優先順位が付けられ、資産データ／検索リポータは、ユーザインタラクショ
ンの履歴データを分析して、この実施例では、性能指標の昇順に編成された資産を見るた
めの望ましさを特定するユーザプレファレンスデータを決定する。
【００８８】
　１つの構成要素と関連付けられるアクティブアラート（たとえばＥｘｈａｕｓｔ　Ｆａ
ｎ　＃１）に関する任意のまたは全ての詳細は、図１８のディスプレイ６６０内に示され
るように、タイプ、説明、健全性、アラートなどのステータス情報を含むことができる。
詳細は、さらに、状態情報を考慮して、資産の現在のステータスの説明または度合い（た
とえば重大度、緊急性）および検出された原因（たとば、イベント不良）とともに、取る
ことが推奨されるアクション（たとえば、できる限り速やかに修理すること）を含む。
【００８９】
　図１９に示すように、履歴サマリつまりオーディットトレイル６７０を、「履歴イベン
ト」に関するユーザ要求に応答して表示することができる。この具体的な実施例では、領
域４内のデバイス（ＧＢＯＸ　＃５で示されるギヤボックス）に関する履歴を表示して、
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ユーザが、ＧＢＯＸ　＃４の状態の進行を迅速に評価できるようにする。さらに、履歴サ
マリ６７０を使用して、所与の場所内の全ての構成要素の履歴、特定の構成要素の履歴、
特定のタイプの故障の履歴などを表示することができる。さらに、図２０のディスプレイ
６８０に示すように、履歴エントリは、その特定のイベントの詳細に関する表示をするよ
うにユーザ選択可能とすることができる。一覧にすることができる詳細のうちいくつかの
例として、イベントの日時、イベントの簡単なおよび拡張された説明、イベント意義、状
態、重大度、確実性、緊急性、場所、観察結果などが挙げられる。
【００９０】
　図２１～図２５は、プロセスプラント１０の様々なレベルにおけるそれぞれ異なるタイ
プのステータス情報に関する詳細のさらなるレポートを閲覧するためのユーザ要求に応答
して、資産データ／検索リポータの制御の下で、ユーザインターフェースルーチンによっ
て提供され得る表示されたレポートのさらなる例を示す。たとえば、図１３のディスプレ
イからのユーザ要求に応答して、図２１のＧＵＩディスプレイを提示することができる。
しかしながら、図２１～図２５に示されるディスプレイは、たとえば、ツリーレベルビュ
ー６２０からの、図１５～図２０に示されるディスプレイからの、ユーザアクションに応
答して、あるいは、図３に示されるようなＧＵＩからの、プロセスプラント１０、領域、
ユニット、ループ、デバイスなどと関連付けられるユーザ選択可能なアイコンによって提
示できることも理解できよう。図２１に示されるＧＵＩは、プロセスプラント１０に関す
る利用可能なステータス情報を示す。それぞれが特定のタイプのステータス情報に関連す
る見出しのメニューにより、様々なデータソースからのプロセスプラント１０に関する様
々なタイプのステータス情報間でのナビゲーションが容易になる。プロセスプラント１０
に関するステータス情報の例として、メンテナンスシステムアプリケーション６６からの
ステータス情報（たとえば、較正、アラートなど）、資産管理ツール７０からのステータ
ス情報（たとえば、アラート、アラート履歴、修理スケジュールなど）、資産管理システ
ム５０からのステータス情報（たとえば、健全性指標、性能など）、または、任意のその
他の所望のデータソースからのステータス情報が挙げられる。また、図３に示されるディ
スプレイのより小さいビューは、プロセスプラント１０の様々なレベル間のナビゲーショ
ンを容易にし、プロセスプラント１０に関連するステータス情報のサマリを表示するため
に、ディスプレイ内のサマリウィンドウ７００として提供され得る。この実施例では、プ
ロセスプラント１０の領域は、プロセスプラント１０内の様々な領域へのナビゲーション
を容易にするために、サマリウィンドウ７００内に示される。
【００９１】
　図２１に示されるものと類似するディスプレイを、プロセスプラント１０内の各レベル
または構成要素について設けることができる。たとえば、図２２～図２５は、領域（図２
２）、ユニット（図２３）、ループまたはデバイス（図２４および２５）に関するステー
タス情報を閲覧するためにＧＵＩによって提供され得るディスプレイの例示的な図である
。図２２～図２５に示されるディスプレイのそれぞれは、ステータス情報の見出しを有す
るメニューを有するように示され、見出しのそれぞれを、そのタイプのステータス情報を
閲覧するユーザ要求に応答して表示され得る詳細なステータス情報を含むさらなるレポー
トにリンクすることができる。領域を構成するコンポーネント（たとえば、ユニット１、
ユニット２）、ユニットを構成するコンポーネント（たとえば５つのトランスミッタ、２
つのバルブ）、または任意のその他のレベルのサマリは、それぞれ対応する領域、ユニッ
ト、ループ、デバイスなどに関するステータス情報のサマリとともに提供される。図２２
～図２３のディスプレイは、同様のタイプのステータス情報を含むように示されるが、ス
テータス情報に関連する値および変数は、一般的には、レポートされている各構成要素と
ともに変化することになる。たとえば、図２４および図２５にはともに、ループまたはデ
バイスに関するステータス情報を報告しているＧＵＩが示される。さらにより具体的には
、図２５は、装置、コンポーネント、トランスミッタおよび／またはバルブに関するステ
ータス情報を報告するＧＵＩを示す。しかしながら、ステータス情報のタイプおよび構成
は、図２４のものから変更されている。むしろ、ステータス情報は、ステータス情報（た
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とえば、緊急度、アラート、推奨など）とデータソース（たとえば、アプリケーションの
ＡＭＳ（商標）スイート、ＡＭＳ（商標）スイートのＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍｏｎｉ
ｔｏｒ）のタイプの組合せにしたがって構成される。さらに、ユーザは、選択可能な情報
ディスプレイ構成７１０を含む、様々なディスプレイの選択肢を用いて提示され、そのデ
ィスプレイを用いて、ユーザは、情報の配列を制御することができ、一般的な表現の選択
肢は、タイプ（たとえば、動作、メンテナンス、デフォルトなど）によって分割されるト
ライレッググラフ、棒グラフ、レーダーチャートなどを含む。
【００９２】
　上述されたディスプレイおよび以下にさらに記載されるディスプレイのそれぞれは、ユ
ーザが関心をもち得る、異なるタイプの状態情報、またはプロセスプラント１０内の様々
なレベルを示すように、ユーザによって手動で構成可能とすることができる。たとえば、
ユーザは、どのタイプのステータス情報がユーザのレポートに含まれるべきかを変更する
ことができる。したがって、表示される情報のいくつかは、ユーザが、そのタイプの表示
されるステータス情報を操作し構成でき、さらにどの構成要素がレポートされるべきかを
構成できるようになる点で、動的とすることができる。
【００９３】
　ユーザのレポートに表示されるべき情報を操作するために、ユーザのレポートに関する
ユーザのプレファレンスを表示するように、ＧＵＩを実施することができる。ユーザは、
どのようにレポートを構成するかに関する様々な選択肢を提示される。これらの選択肢は
、ユーザが閲覧できるステータス情報のタイプ、ユーザがステータス情報を見ることがで
きる様々な構成要素、ステータス情報がどのように表示されるか（たとえば、グラフィッ
ク、テキストなど）に関する選択肢、ステータス情報のレイアウト（たとえば、健全性情
報が中心に置かれ、強調され、関連する製造情報は中心に置かれず、あまり強調されない
）についての選択肢などを含む。選択肢のうち１つは、レポートに常に含まれなければな
らないステータス情報とすることができ、この情報はユーザに静的な情報であるとして示
される。ユーザは、ステータス情報を追加、削除または操作するために、利用可能な選択
肢の中から選択することができる。次いで、ユーザプロファイルを、たとえばサーバに保
存し、ユーザがレポートを呼び出す度に資産データ／検索リポータ６０によってアクセス
することができる。代替的には、ユーザプロファイルをユーザのローカルコンピュータに
常駐させ、レポートが生成される度にユーザインターフェースルーチン５８によってアク
セスすることができる。また、ユーザが、それぞれ異なるステータス情報、それぞれ異な
る構成要素などについてそれぞれ異なるレポートを生成し、それぞれを別個のユーザプロ
ファイルとして、または単一の全体的なユーザプロファイル内の条件として保存すること
できるようにすることができる。たとえば、ユーザプロファイルは、レポートが、領域に
関するものである場合、その領域のグラフィカル表現は、英数字で表示されるステータス
情報を用いて提示される旨の規定を含み得る。
【００９４】
　代替的には、レポートに表示されたステータス情報は、「ドラッグアンドドロップ」手
法で実施することができ、ユーザは、構成要素、動的リンク、ステータス情報などを表す
アイコンを選択することによって、現在閲覧されている形式で、レポートのレイアウトを
構成することができる。選択されたアイコンを、新しい場所にカットアンドペーストした
り、その新しい場所にドラッグアンドドロップしたりすることができる。既存の構成要素
上にアイコンにペーストしたり、その既存の構成要素にアイコンをドラッグおよびドロッ
プしたりすることによって、構成要素をその他の構成要素に組み合わせることができ、そ
れにより、ユーザにニーズにしたがって、機能領域、ユニット、ループ、デバイスなどが
規定される。さらに、構成要素は、その他の構成要素、その他のデータソース、その他の
レポート、その他のタイプのステータス情報などに関する情報をもたらすために、望まれ
る数だけ、構成要素と関連付けられる多くの動的リンクを有することができる。一例とし
て、ユーザには、デフォルトレポートが提示され得る。ユーザがレポートに初めてアクセ
スする（たとえば、新しいユーザ）、特定のタイプのステータス情報に初めてアクセスす
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る、特定の構成要素に関するステータス情報に初めてアクセスする、新しいＧＵＩを初め
て利用するなどのときにはいつでも、このデフォルトレポートを提示することができる。
デフォルトレポートは、特定の構成要素に関する特定のタイプのステータス情報をなおも
含むことができるが、そのステータス情報は、ユーザの責務に関連し得る。つまり、ユー
ザがデフォルトリポートを提示される場合であっても、レポートに含めるべき静的情報お
よびユーザに適用しうる制限の一覧を含むユーザプロファイルが既にユーザに割り当てら
れている場合がある。さらに、デフォルトレポートは、ユーザの関心がより高い傾向のも
のであるであろう、資産データ／検索リポータ６０によって予測される動的なステータス
情報を含むことができる。さらに、ユーザが情報をどのように閲覧したいか（たとえばレ
イアウト）を予測することができる。これらの予測は、システムを用いてユーザインタラ
クションを表し、ユーザがどの選択肢をレポートのために望むか、ユーザに選択させるこ
とによって手動で生成させるのではなく、そのユーザインタラクションを追跡することに
よって自動的に生成される履歴データに基づくことができる。このような手動のユーザ構
成機能を使用することができるが、資産データ／検索リポータは、手動で選択されたユー
ザプレファレンスを参照して、またはそのユーザプレファレンスを参照せずに、ステータ
ス情報との過去のユーザインタラクションに基づいて、レポートされたステータス情報を
、個人化することによって、どの情報がユーザに提示されるべきかを自動で決定すること
ができる。
【００９５】
　手動の構成機能モードで、あるいは自動的な資産データ／検索リポータのレポートを介
してのいずれかで、予測は、プロセスプラント内のユーザの責務、ユーザが使用した他の
ロファイルまたはレポート、同様の責務を有するその他のユーザのプロファイルおよびレ
ポートなどに基づくこともできる。代替的に、全ての利用可能なステータス情報は、一般
的な形式でユーザに提示され得る。しかしながら、ユーザは、ユーザ自身のプレファレン
スに応じてデフォルトレポート内の動的なステータス情報を自由に追加、削除、あるいは
操作することができる。
【００９６】
　動的なステータス情報の一つ一つを、ユーザがレポートから捕捉、移動、操作または削
除することができるユーザ選択可能なアイコンとして提示することができる。ユーザが利
用可能な全てのタイプのステータス情報の選択をユーザに提供する別個のメニューから、
さらなるステータス情報をレポートに追加することができる。ユーザによって選択された
この選択およびプレファレンスを、ユーザのコンピュータ、プロセスプラント１０内の任
意のデータストレージデバイス、またはプロセスプラント１０から遠隔に配置されたスト
レージデバイスに置かれるユーザプロファイルの一部として維持することができる。レポ
ートが再構成される度に、ユーザのプレファレンスが常に現在のものであり、次にユーザ
がレポートを閲覧するとき、最後の既知のプレファレンスにしたがってそれが表示される
ように、ユーザプロファイルを更新および保存することができる。また、ユーザは、様々
な構成要素およびステータス情報に関する大量のレポートを閲覧する必要な場合がある。
所望であれば、それぞれのタイプのレポートに関する別個のプロファイルを維持すること
ができ、それにより、ユーザはそれぞれのレポートを別々に構成することができるように
なる。たとえば、メンテナンス担当者は、第１のデバイスに関するレポートを閲覧する際
には健全性および性能データを閲覧し得るが、第２のデバイスに関するレポートを閲覧す
る際には健全性情報のみの閲覧を希望し得る。代替的には、同じレイアウトおよびタイプ
のステータス情報（やはりユーザプレファレンスに基づく）は、様々な領域、ユニット、
ループ、デバイスなどに関するそれぞれのレポートに含まれ得る。ユーザがレポートを閲
覧する度に、ユーザインターフェースルーチン５８は、ユーザを（たとえば、ログイン画
面で）識別し、その識別に関連するユーザプロファイルを取り出すことができる。ユーザ
プロファイルが報告される構成要素またはステータス情報に依存する場合、特定の構成要
素またはステータス情報に関するユーザ要求は、ユーザインターフェースルーチン５８に
、適当なプロファイルを取り出すように促すことができる。次いで、ユーザインターフェ
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ースルーチン５８は、プロファイルを読み取り、それに応じて情報を表示することができ
る。
【００９７】
　しかしながら、ユーザがレポート内に常に含めなければならないある種の静的な情報を
使用することが好ましい場合がある。たとえば、特定のデバイスを監視および維持するこ
とを任せられたメンテナンス担当者のためのレポートには、デバイスに関する健全性指標
が常に表示され得るが、一方、そのデバイスの性能および効率性に関する情報は、メンテ
ナンス担当者がメンテナンスレポート内に含むように選択した、または資産データ／検索
リポータが適当なステータス情報として含むように自動的に特定した動的な情報とするこ
とができる。つまり、性能および効率情報は、デバイスの健全性に対して相当な影響があ
るので、それを含むように、メンテナンス担当者は手動で決定することができ、あるいは
、資産データ／検索リポータは自動的に決定することができる。同様に、デバイスの健全
性が、ループの動作に将来影響を与える場合があり、したがってプロセス動作の対象とな
るので、プロセスオペレータを対象とするレポートは、制御されているループ内のデバイ
スの健全性情報などのユーザ構成可能な動的情報に加えて、制御されているループの性能
および効率に関するステータス情報を常に含むことができる。
【００９８】
　資産データ／検索リポータは、プラント資産に関する静的なまたは動的なステータス情
報に優先順位を付けるように構成され、それは、静的なまたは動的なステータス情報との
ユーザインタラクションから追跡された履歴データに基づくことができる。
【００９９】
　また、ユーザが静的な情報を構成するはできないが、静的な情報は、ユーザプロファイ
ル中に常駐することができる。たとえば、プロセスプラント１０内のユーザの責務および
任務を、ユーザがそれらの責務および任務を修正できるようにすることなく、ユーザプロ
ファイル内で示すことができる。したがって、メンテナンス担当者は、担当者の固有のポ
ジション、（たとえばメンテナンス担当者）、メンテナンス担当者が担当するデバイス、
ループなど、これらの資産に関する特定の任務（たとえば、デバイスの健全性を監視する
）などを記述するユーザプロファイルを有し得る。また、ユーザプロファイルは、ユーザ
が手動で変更できない、あるいは資産データ／検索リポータが自動で変更できない、ユー
ザがレポート内でどんなステータス情報を閲覧できるようにするかに関する制限を含むこ
とができる。たとえばユーザの責務を読み出すことに基づいて、これらの制限を課すこと
ができる。したがって、資産データ／検索リポータは、対象となる特定のタイプのステー
タス情報と、ユーザが自分の任務および責務を完結できるようにするため、必ず報告しな
ければならないステータス情報とをユーザに表示するために、ユーザのプレファレンスだ
けでなく、ユーザに関する詳細も決定するように、ユーザプロファイルを読み出すことが
できる。
【０１００】
　特定の諸実施例を参照して本発明を記載してきたが、その諸実施例は例示的なものに過
ぎず、本発明を制限すること意図するものではなく、本発明の趣旨および範囲から逸脱す
ることなく、開示された諸実施形態に変更、付加および削除を成し得ることは、当業者に
は明らかであろう。
【０１０１】
　以上の記載は明確に理解するためだけに与えられ、本発明の変更形態は当業者には明ら
かとなり得るので、不必要な制限はないことを理解されたい。
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